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本誌編集部
農業の担い手たちは、農業競争力強化支援法をどう受け止め、どのように活
用しようとしているのだろうか。現場の声を聞く

「作る」から「作って売る」農業の転換期7

堀 千珠
昨年11月に決定した「農業競争力強化プログラム」により、１３項目の戦略が動
き出す。そこで、民間研究者にプロジェクトの全体像を俯瞰し評価してもらった

新たなステージを迎えた農政改革3

今野 聡
肥料、農薬、機械、飼料。農業者の所得向上には、農業者の努力だけでは解決
しないこれらのコスト引き下げに政策的に取り組む必要があると行政が動いた

競争力を強化する資材対策の切り込み11
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私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
田
や
畑
な
ど
の
農
地
は「
心
の
ふ
る
さ
と
」で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。全
国
の
農
地
面
積
の
約
四
割
、総
農
家
数
の
約
四
割
を
占

め
る
中
山
間
地
域
は
日
本
農
業
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、中
山
間
地
域
の
農
地
の
荒
廃
は
近
年
日
本
中
で
加

速
度
的
に
進
ん
で
お
り
、地
域
の
農
家
が
協
力
し
て
農
地
を
守
り
、新
規
就

農
者
を
受
け
入
れ
て
も
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
す
る
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
付
か

な
い
の
が
現
状
で
す
。ま
さ
に
日
本
の
食
糧
、国
土
保
全
、そ
し
て
伝
統
文
化

の
危
機
で
す
。心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
農
地
を
守
る
た
め
に
は
、持
続
可
能
な

農
業
経
営
体
を
増
や
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、そ
の
地
域
に
合
っ
た

農
業
を
実
践
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

兵
庫
県
北
部
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
の
養や

父ぶ

市
で
も
、過
疎
化
や
高
齢

化
に
伴
っ
て
農
業
の
担
い
手
が
不
足
し
、耕
作
放
棄
地
が
増
え
、農
業
経
営
は

危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の
上
に
養
父
市
の
地
形
は
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んで
農
地
が
狭

い
た
め
生
産
コ
ス
ト
が
総
じ
て
高
く
な
っ
て
し
ま
い
、た
だ
農
産
物
を
生
産

し
て
い
る
だ
け
で
は
価
格
競
争
で
大
規
模
生
産
地
に
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
企
業
が
持
つ
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
六
次
産
業
化
に
よ
る
持

続
的
な
農
業
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、国
家
戦
略
特
区
の
認
定

を
活
用
し
て
大
規
模
生
産
地
に
も
打
ち
勝
て
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
、か
つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
農
地
の
権
利
移

動
に
係
る
許
可
権
限
を
農
業
委
員
会
か
ら
市
長
に
移
管
し
、次
に
農
地
所
有

適
格
法
人
の
役
員
要
件
を
緩
和
し
企
業
の
農
業
参
入
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

事
業
者
を
確
保
し
ま
し
た
。さ
ら
に
企
業
と
地
域
住
民
と
が
一
体
と
な
り
農

業
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
農

地
所
有
適
格
法
人
以
外
の
法
人
に
よ
る
農
地
取
得
を
可
能
に
し
ま
し
た
。こ

れ
は
戦
後
日
本
を
支
え
て
き
た
農
業
シ
ス
テ
ム
の
大
革
命
で
す
。現
在
一
三

事
業
者
が
養
父
市
で
農
業
参
入
し
、約
二
八
㌶
の
農
地
で
営
農
し
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、養
父
市
の
農
地
に
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
機
能
を
創
出
し
、農
地
、雇
用
、伝
統
文
化
を
守
っ
て
い
く
た
め
強

い
意
志
を
持
っ
て
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。人
口

の
東
京
一
極
集
中
が
進
み
、地
方
は
疲
弊
し
生
産
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
中
山

間
地
域
の
農
地
を
既
存
の
規
制
に
し
が
み
つ
い
て
失
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

養父市長

ひろせ さかえ
1947年兵庫県生まれ。71年鳥取大学卒業後、民間企業
での勤務を経て、76年八鹿町役場に入る。2008年養父
市長に就任後、地域の改革をけん引。国家戦略特別区域
にもいち早く手を挙げ、14年に指定を受ける。中山間地
農業の未来を描く養父市の挑戦の旗振り役として活動
する。

広瀬 栄

農地の価値

観
天

望
気
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安
倍
政
権
の
農
政
改
革「
第
二
弾
」

　

政
府
は
二
〇
一
六
年
一
一
月
に
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
本
部
の
会
合
に
お
い
て
、「
農
業
競
争
力
強
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
決
定
し
た
。

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、農
業
者
が
自
由
に
経
営
展
開
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、農
業
者
の
努
力
で
は
解

決
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
施
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、表
に
挙
げ
た
一
三
項
目
の
戦
略
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
。

　

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に

は
ま
ず
、そ
の
決
定
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
二
つ
の
点
を

踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
は
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
安
倍
政
権
に
お
け
る
農

政
改
革
の「
第
二
弾
」に
位
置
付
け
ら
れ
る
点
で
あ
る
。農

業
の
成
長
産
業
化
を
重
点
戦
略
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
る

安
倍
政
権
は
、一
三
～
一
五
年
に
か
け
て
農
地
、農
業
者

所
得
、農
業
関
連
組
織
と
い
っ
た
主
要
分
野
で
、新
た
な

政
策
を
相
次
い
で
打
ち
出
し
た
。こ
れ
が「
第
一
弾
」の
農

政
改
革
で
あ
る
。

　

ま
ず
、第
一
弾
の
農
地
政
策
に
つ
い
て
見
る
と
、政
府

は
各
都
道
府
県
が
農
地
中
間
管
理
機
構
を
設
置
で
き
る

よ
う
に
し
た
。耕
作
者
の
い
な
い
農
地
を
所
有
者
か
ら
借

り
受
け
、規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業
者
に
ま
と
め
て
貸
し

付
け
る
同
機
構
は
、農
地
の
大
規
模
集
約
化
に
貢
献
す
る

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、農
業
者
所
得
に
関
連
し
て
、政
府
は
主
食
用
米

の
生
産
調
整
を
一
八
年
に
廃
止
し
、こ
れ
に
協
力
す
る
農

業
者
へ
の
交
付
金
の
支
給
を
取
り
や
め
る
方
針
を
固
め

た
。逆
に
飼
料
用
米
の
生
産
に
対
す
る
交
付
金
に
つ
い
て

は
一
四
年
に
支
給
水
準
を
引
上
げ
た
。

　

さ
ら
に
政
府
は
、農
業
関
連
組
織
に
関
す
る
規
制
の
見

直
し
も
行
っ
た
。具
体
的
に
は
、①
各
地
の
農
協
に
対
す

る
経
営
指
導
や
監
査
な
ど
を
担
う
全
国
農
業
協
同
組
合

中
央
会（
以
下
、全
中
）を
一
九
年
九
月
ま
で
に
一
般
社
団

法
人
へ
と
移
行
さ
せ
る
こ
と（
現
行
は
農
業
協
同
組
合
法

に
基
づ
く
特
別
認
可
法
人
）、②
農
業
委
員
会
の
委
員
選

出
方
法
を
選
挙
制
か
ら
選
任
制
に
変
更
す
る
こ
と
、③
農

地
所
有
適
格
法
人（
農
地
所
有
を
認
め
ら
れ
た
唯
一
の
法

人
形
態
）へ
の
非
農
業
者
に
よ
る
出
資
比
率
上
限
を
原
則

二
五
％
以
下
か
ら
一
律
五
〇
％
未
満
に
引
上
げ
る
こ
と
、

を
決
定
し
て
②
と
③
を
一
六
年
四
月
に
実
施
し
た
。

　

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、こ
れ
ら
第
一
弾
の
農
政
改
革
を

土
台
と
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
追
加
策
と
し
て
の
性
質

を
有
し
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
規
制
改
革
を
統
合

　

第
二
は
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

　

特
集　

始
動
！ 

農
業
強
化
の
支
援
法　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
農
政
改
革

政
府
の「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
決
ま
り
、一
三
項
目
の
戦
略
が
動
き
出
す
。

最
大
の
特
徴
は
、農
業
者
の
経
営
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
生
産
資
材
メ
ー
カ
ー
や
農

産
物
流
通
・
加
工
業
者
に
ま
で
構
造
改
革
の
領
域
を
広
げ
た
こ
と
だ
。農
業
者
の
所
得

向
上
に
向
け
効
果
は
期
待
で
き
る
の
か
。農
政
改
革
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
。

みずほ総合研究所 調査本部 政策調査部 
主任研究員

ほり ちず
みずほコーポレート銀行（現みずほ銀行）で、食品メーカーの企
業戦略や海外展開に関する調査・提案業務に携わった後、
2010年より現職。農業政策、六次産業化・農商工連携、企業
のアグリビジネス、食クラスターなどに関する分析に従事。

堀 千珠  Chizu Hori
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る
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
就
任
し
、当
初
合
意
し
た
形

で
の
協
定
発
効
は
見
込
み
に
く
く
な
っ
た
が
、政
府
は
日

本
農
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の

一
二
項
目
を
予
定
通
り
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

規
制
改
革
に
関
す
る
検
討
は
、主
に
政
府
の
規
制
改
革

推
進
会
議
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。農
業
関
連
組
織
の
規
制

見
直
し
を
リ
ー
ド
し
た
規
制
改
革
会
議
を
前
身
と
す
る

同
会
議
で
の
検
討
は
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に「
生
乳
の
改

革
」を
項
目
と
し
て
加
え
る
こ
と
や
、全
国
農
業
協
同
組

定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）対
策
と
規
制
改
革
と
い
う
二
つ
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト（
背
景
）の
も
と
で
検
討
さ
れ
た
政
策
を
統
合
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
関
す
る
検
討
は
、自
由
民
主
党
の
農
林

水
産
業
骨
太
方
針
策
定
Ｐ
Ｔ（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、

以
下
同
）や
農
業
基
本
政
策
検
討
Ｐ
Ｔ
を
中
心
に
行
わ
れ

た
。こ
れ
ら
Ｐ
Ｔ
な
ど
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、強
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
一
三
項
目
の
う
ち
、一
二
項
目
が
立
案
さ
れ
た
。

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
決
定
後
、米
国
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す

合
連
合
会（
以
下
、全
農
）の
購
買
・
販
売
事
業
の
見
直
し

を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
二
項
目「
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
」

「
流
通
・
加
工
の
構
造
改
革
」に
織
り
込
む
こ
と
へ
と
つ
な

が
っ
た
。

　
八
つ
の
法
の
制
定
・
改
廃
に
着
手

　

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、一
三
項
目
の
う
ち
七
項
目
に

つ
い
て
八
つ
の
法
の
制
定
・
改
廃
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、二
〇
一
七
年
通
常
国
会
で
の
審
議
を
経
て
、一
八
年
六

月
ま
で
に
全
て
施
行
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。ま

ず
は
、こ
れ
ら
七
項
目
に
つ
い
て
内
容
を
詳
し
く
見
て
い

こ
う
。

　
「
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
」と「
流
通
・
加
工
の
構
造

改
革
」は
、仕
入
れ・販
売
面
に
お
け
る
流
通
の
合
理
化
を

通
じ
て
農
業
者
の
所
得
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と

す
る
戦
略
で
あ
る
。政
府
は
、こ
れ
ら
戦
略
の
実
施
に
向

け
て
、肥
料
・
農
薬
・
飼
料
と
い
っ
た
生
産
資
材
メ
ー
カ
ー

や
米
卸
・
製
粉
業
・
乳
業
と
い
っ
た
農
産
物
流
通
・
加
工
業

の
業
界
再
編
を
政
府
系
機
関
か
ら
の
出
資
・
融
資
な
ど
に

よ
っ
て
促
進
す
る
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
を
成
立
さ

せ
た
。ま
た
、生
産
資
材
に
関
す
る
規
制
の
う
ち
、時
代
に

そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
き
た
農
業
機
械
化
促
進
法
と
主
要

農
産
物
種
子
法
の
廃
止
も
確
定
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
、政
府
は
全
農
に
対
し
、購
買
部
門
を
少
数
精

鋭
の
組
織
に
転
換
す
る
こ
と
や
、販
売
部
門
に
お
け
る
委

託
取
引
か
ら
買
取
取
引
へ
の
転
換
を
進
め
る
こ
と
を
要

請
し
た
。

　

両
部
門
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、第
一
弾
の
農
政
改
革

で
決
定
し
た
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
内（
二
〇
一
四
年

六
月
～
一
九
年
五
月
ま
で
）に
十
分
な
成
果
が
出
る
よ
う
、

全
農
が
年
次
計
画
を
立
て
て
公
表
す
る
こ
と
や
、こ
の
計

表　農業競争力強化プログラムに盛り込まれた13項目

項
番

1

生産資材価格の引下げ

（全農の購買事業見直しを含む）

流通・加工の構造改革

（全農の販売事業見直しを含む）

人材力の強化

戦略的輸出体制の整備

原料原産地制度の導入

チェックオフ（注1）の導入

収入保険制度の導入

土地改良制度（注2）の見直し

農村の就業構造の改善

飼料用米の推進

肉用牛・酪農の生産基盤強化

配合飼料価格安定制度(注3)の安定運営

生乳の改革

農業競争力強化支援法の制定

農業機械化促進法の廃止

主要農産物種子法の廃止

農業競争力強化支援法の制定（再掲）

農林物資の規格化に関する法律の改正

農業災害補償法の改正

土地改良法の改正

農村地域工業等導入促進法の改正

畜産経営安定法の改正

2017年8月

2018年4月

2018年4月

2017年8月

2018年4月

2018年4月

公布（2017年6月）
から1年以内

公布（2017年5月）
から6カ月以内
公布（2017年6月）
から2カ月以内

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

項　目
立案の経緯

関連する法の制定・改廃 施行時期TPP
対策

規制
改革

（注）1.農業者から拠出金を徴収して、販売促進を行う制度。
　　　2.農地の生産性を高めるための公共事業などについて定めた制度。
　　　3.国、配合飼料メーカー、農業者の積立金を原資として、配合飼料価格の上昇時に農業者への補填金を交付する制度。
資料：農林水産省「農業競争力強化プログラム」などより、みずほ総合研究所作成
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新たなステージを迎えた農政改革

画
の
進
捗
状
況
を
政
府
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
た
。

　
「
戦
略
的
輸
出
体
制
の
整
備
」は
、一
九
年
ま
で
に
農
林

水
産
物
・
食
品
の
年
間
輸
出
額
を
一
兆
円
超
に
す
る
と
い

う
政
府
目
標
の
達
成
を
狙
い
と
す
る
戦
略
で
あ
る
。本
項

目
に
関
し
て
は
、農
林
水
産
物
・
食
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
輸
出
業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
担

う
組
織
を
新
設
す
る
方
針
が
明
記
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け

て
、一
七
年
四
月
に
は
日
本
貿
易
振
興
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）が
日
本
食
品
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
Ｊジ

ェ
イ
フ
ー
ド
ー

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
）を
設
立
す
る
に
至
っ
た
。政
府
は
、Ｊ
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
海
外
拠
点
を
活
用
し
つ
つ

将
来
の
民
営
化
を
視
野
に
入
れ
て
事
業
を
拡
大
し
て
い

く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、政
府
は
国
際
標

準
化
を
見
据
え
て
農
林
物
資
の
規
格
化
に
関
す
る
法
律

を
改
正
し
、製
法
や
品
質
管
理
方
式
な
ど
を
日
本
農
林
規

格（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）の
認
証
対
象
に
加
え
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

　
「
収
入
保
険
制
度
の
導
入
」は
、農
業
経
営
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
強
化
す
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
戦
略
で

あ
る
。現
行
の
農
業
災
害
補
償
制
度
は
、対
象
が
自
然
災

害
に
よ
る
一
部
農
産
物
の
収
量
減
少
に
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
政
府
は
、農
業
災
害
補
償
法
を
改
正
し
、さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
る
農
業
者
の
収
入
減
少
を
品
目
横
断
的

に
カ
バ
ー
で
き
る
収
入
保
険
制
度
を
新
た
に
設
け
る
こ

と
と
し
た
。た
だ
し
、同
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、税
務

署
に
青
色
申
告
を
行
う
農
業
者
に
限
定
さ
れ
る
。

　
「
土
地
改
良
制
度
の
見
直
し
」は
、農
地
中
間
管
理
機
構

の
使
い
勝
手
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
戦
略

で
あ
る
。政
府
は
土
地
改
良
法
の
改
正
に
よ
り
、同
機
構

が
借
り
入
れ
て
い
る
農
地
を
都
道
府
県
が
整
備
す
る
場

合
に
、農
業
者
の
費
用
負
担
や
同
意
が
不
要
と
な
る
制
度

を
創
設
す
る
。こ
の
結
果
、農
地
中
間
管
理
機
構
が
取
り

扱
う
農
地
の
改
良
や
大
規
模
化
が
進
み
や
す
く
な
り
、農

業
者
が
同
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
る
動
き
の
拡
大

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
農
村
の
就
業
構
造
の
改
善
」は
、農
村
に
就
業
の
場
を

確
保
す
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
戦
略
で
あ
る
。現
行
の
農

村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法（
以
下
、農
工
法
）で
は
、工

業
を
中
心
と
す
る
五
業
種
を
対
象
に
税
制
上
の
優
遇
措

置
や
農
地
転
用
の
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。法
改

正
に
よ
っ
て
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
業
を
対
象
に
加
え
、農
産

物
直
売
所
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
農
工
法
の
特
例
措
置

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
生
乳
の
改
革
」は
、農
業
者
が
自
由
に
生
乳
の
出
荷
先

を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
戦
略
で
あ

る
。農
業
者
は
、現
行
の
制
度
で
は
原
則
と
し
て
指
定
生

乳
生
産
者
団
体（
国
の
指
定
を
受
け
て
地
域
ご
と
に
生
乳

集
荷
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
の
交
渉
を
担
う
農
協
系
の
一

〇
団
体
）に
全
量
を
出
荷
し
な
い
と
、政
府
か
ら
生
産
者

補
給
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。政
府
は
畜
産
経

営
安
定
法
の
改
正
に
よ
っ
て
こ
れ
を
改
め
、農
業
者
が
指

定
生
乳
生
産
者
団
体
以
外
に
生
乳
を
出
荷
す
る
場
合
や
、

同
団
体
に
全
量
を
出
荷
し
な
い
場
合
に
も
補
給
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
全
農
の
自
己
改
革
に
期
待

　

以
上
の
よ
う
な
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
、

農
業
者
の
経
営
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
関
連
産
業
に
ま

で
改
革
の
領
域
を
広
げ
た
点
に
あ
る
。生
産
資
材
価
格
の

引
き
下
げ
や
流
通
・
加
工
の
構
造
改
革
を
進
め
る
た
め
に

施
行
さ
れ
る
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
農
業
者
で
は
な
く
、生
産
資
材
メ
ー
カ
ー
や
農
産
物
流

通
・
加
工
業
者
で
あ
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。こ
れ
ら

関
連
産
業
の
構
造
改
革
は
、農
業
者
が
所
得
向
上
を
図
り

や
す
い
環
境
を
実
現
し
て
い
く
上
で
、大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。た
だ
し
、関
連
産
業
向
け
の
間

接
的
な
施
策
は
、農
業
者
向
け
の
直
接
的
な
施
策
に
比
べ

て
効
果
の
発
現
が
遅
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
や
、関
連

産
業
の
間
で
は
必
ず
し
も
業
界
再
編
に
向
け
た
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、改
革
の
即
効

性
に
過
度
な
期
待
を
寄
せ
る
の
は
避
け
た
方
が
良
さ
そ

う
だ
。

　

ま
た
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
農
地
政
策
の
分
野
で
土
地

改
良
制
度
の
見
直
し
、農
業
者
所
得
政
策
の
分
野
で
収
入

保
険
制
度
の
導
入
、農
業
関
連
組
織
に
関
す
る
政
策
の
分

野
で
全
農
の
購
買
・
販
売
部
門
の
見
直
し
を
掲
げ
て
お
り
、

第
一
弾
の
農
政
改
革
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
た
点
が
評
価

で
き
る
。Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
の
設
立
な
ど
に
よ
る
輸
出
支
援

の
強
化
や
、約
五
〇
年
間
続
い
て
き
た
生
乳
流
通
制
度
の

見
直
し
と
い
っ
た
施
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
も
妥
当
と

み
ら
れ
る
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、生
産
資
材
価
格
の
引
き
下
げ

や
流
通
・
加
工
の
構
造
改
革
に
合
わ
せ
て
、全
農
の
購
買
・

販
売
部
門
を
見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。第

一
弾
の
農
政
改
革
で
全
中
の
法
的
な
位
置
付
け
が
改
め

ら
れ
た
の
に
続
き
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
全
農
が
農
協

組
織
の
原
点
で
あ
る
購
買
・
販
売
部
門
の
合
理
化
に
十
分

な
成
果
を
出
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
。農
業

者
に
と
っ
て
、両
部
門
の
見
直
し
は
自
ら
の
経
営
に
直
接

的
な
影
響
を
及
ぼ
す
動
き
で
あ
り
、最
も
関
心
を
寄
せ
て

い
る
施
策
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、全
農
の
購
買
・
販
売
部
門
の
見
直
し
に
つ
い
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て
は
、改
革
主
体
で
あ
る
全
農
に
対
応
が
委
ね
ら
れ
て
い

て
、政
府
が
強
制
力
を
持
た
な
い
た
め
、改
革
の
動
き
が

ど
の
程
度
進
む
か
は
不
透
明
で
あ
る
。政
府
は
全
農
の
年

次
計
画
の
進
捗
状
況
を
し
っ
か
り
と
検
証
す
る
と
と
も

に
、必
要
に
応
じ
て
購
買
・
販
売
部
門
の
合
理
化
を
支
援

す
る
た
め
の
追
加
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。追

加
策
の
例
と
し
て
は
、全
農
と
企
業
の
連
携
を
支
援
す
る

新
た
な
制
度
的
枠
組
み
の
構
築
が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
ベ
ス
ト
シ
ナ
リ
オ
は
、全
農
が
自
己
改
革
を
通

じ
て
購
買
・
販
売
部
門
を
積
極
的
に
見
直
す
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
全
農
が
生
産
資
材
メ
ー
カ
ー
や
農
産
物
流
通
・
加

工
業
者
の
再
編
を
リ
ー
ド
し
、そ
の
成
果
を
農
業
者
に
還

元
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い（
図
）。実
際
、全
農
は
二

〇
一
七
年
に
入
っ
て
以
降
、自
己
改
革
推
進
本
部
を
設
置

し
て
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
対
応
を
進
め
て
お
り
、既
に

大
手
回
転
寿
司
チ
ェ
ー
ン
の
親
会
社
や
、酪
農
・
畜
産
農

家
向
け
に
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
農
業
ベ
ン

チ
ャ
ー
へ
の
出
資
を
発
表
し
た
。ま
た
、農
協
系
の
リ
ー

ス
会
社
と
共
同
で
、農
業
者
向
け
に
農
機
の
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
ビ
ジ
ネ
ス
も
開
始
し
た
。こ
れ
か
ら
購
買
・
販
売
部
門

の
合
理
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
さ
ら
に
活
発
化
し
、そ

の
成
果
が
農
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　
飼
料
用
米
の
推
進
は
検
討
が
必
要

　

最
後
に
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
三
項
目
の
う
ち
、法
の

制
定
・
改
廃
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、今
後
の
取
り

組
み
が
特
に
注
目
さ
れ
る「
飼
料
用
米
の
推
進
」に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
こ
う
。

　

政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
合
意
に
至
っ
た
当
初
、飼
料
用

米
の
生
産
に
対
す
る
交
付
金
の
支
給
を
恒
久
化
す
る
法

整
備
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。し
か
し
、強
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
同
項
目
に
つ
い
て
、収
穫
量
の
多
い
品
種
の
栽
培

な
ど
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
や
、稲
作
農
家（
飼
料
用

米
の
供
給
者
）と
畜
産
農
家（
同
需
要
者
）の
連
携
に
よ
る

畜
産
物
の
高
付
加
価
値
化
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

方
針
が
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
が
棚

上
げ
と
な
っ
た
こ
と
や
、交
付
金
の
財
政
負
担
を
懸
念
す

る
声
が
大
き
い
こ
と
を
考
え
る
と
、法
整
備
の
見
送
り
は

賢
明
な
判
断
と
言
え
る
。

　

で
は
、飼
料
用
米
の
生
産
に
対
す
る
交
付
金
が
現
状
の

ま
ま
で
よ
い
か
と
い
う
と
、そ
う
は
思
え
な
い
。現
在
、政

府
は
主
食
用
米
の
過
剰
生
産
や
価
格
暴
落
を
防
ぐ
た
め
、

飼
料
用
米
生
産
に
対
し
て
交
付
金
を
支
給
し
て
、農
業
者

に
主
食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
へ
と
生
産
を
シ
フ
ト
す
る

よ
う
促
し
て
い
る
。中
に
は
、飼
料
用
米
生
産
の
収
入
が

主
食
用
米
生
産
の
収
入
を
上
回
る
ほ
ど
高
水
準
の
交
付

金
を
支
給
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。し
か
し
、こ
の
よ

う
な
手
厚
い
支
給
は
、財
政
負
担
の
増
加
を
招
く
だ
け
で

な
く
、農
業
者
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
努
力
を
妨
げ
る

こ
と
に
も
な
る
。

　

政
府
は
今
後
、交
付
金
の
支
給
対
象
者
を
作
付
面
積
が

多
い
農
業
者
に
限
定
す
る
、単
位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量

が
多
い
品
種
の
み
を
支
給
対
象
品
目
と
す
る
、交
付
金
の

水
準
を
段
階
的
に
引
下
げ
る
、と
い
っ
た
施
策
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

飼
料
用
米
の
推
進
は
、二
〇
一
八
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
生
産
調
整
の
廃
止
に
向
け
た
激
変
緩
和
措
置
と
し
て

打
ち
出
さ
れ
た
戦
略
と
み
ら
れ
る
が
、こ
れ
に
重
き
を
置

き
過
ぎ
る
と
、稲
作
農
業
の
構
造
改
革
が
大
幅
に
遅
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。農
業
者
の
間
で
飼
料
用
米
の
生

産
に
対
す
る
交
付
金
の
維
持
を
求
め
る
声
が
根
強
い
中

で
、政
府
に
は
丁
寧
な
説
明
な
ど
に
よ
り
交
付
金
の
見
直

し
に
対
す
る
農
業
者
の
理
解
を
得
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

ま
た
、農
業
者
に
も
、全
農
の
自
己
改
革
、輸
出
体
制
の

整
備
、土
地
改
良
制
度
の
見
直
し
と
い
っ
た
環
境
変
化
を

追
い
風
と
し
つ
つ
、自
助
努
力
に
よ
る
所
得
向
上
に
励
み
、

政
策
に
左
右
さ
れ
に
く
い
強
固
な
事
業
基
盤
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

図　全農の購買・販売部門の見直しにおけるベストシナリオ

資料：みずほ総合研究所作成

政府

全農

農業者の収支改善

強化プログラムの決定

積極的な自己改革の実施

農業者に対する成果の還元

全農の年次計画の検証
追加策の検討・実施全農の購買・販売部門の

見直しを要請

国内での生産資材・農産
物の流通合理化をリード

農業競争力強化支援法
を整備

上記法律の活用による業
界再編への関与

（例）全農と企業の連携を支援する 
　　新たな制度的枠組みの構築
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流
通
現
場
で
直
接
販
売
に
変
化

　

日
本
公
庫
が
行
っ
た
二
〇
一
六
年
下
半
期
農
業
景
況

調
査
に
よ
る
と
、農
業
担
い
手
の
投
資
意
欲
は
近
年
に
な

く
高
く
、ま
た
そ
の
投
資
内
容
も「
規
模
拡
大
」を
目
的
と

す
る
も
の
が
半
数
近
く
占
め
て
お
り
、農
業
構
造
変
化
へ

の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

新
た
に
施
行
さ
れ
る
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法（
以

下
、支
援
法
）は
、こ
う
し
た
意
欲
を
持
ち
経
営
努
力
を
す

る
農
業
者
を
支
援
す
る
。農
業
者
の
農
業
所
得
向
上
に
結

び
つ
く
よ
う
、ま
ず
国
が
農
業
生
産
用
資
材
の
メ
ー
カ
ー

や
流
通
関
係
事
業
者
の
再
編
等
に
よ
り
競
争
環
境
づ
く

り
を
行
い
、農
業
者
は
そ
れ
ら
の
環
境
を
有
利
に
活
用
し

自
由
な
経
営
判
断
で
自
ら
所
得
向
上
を
目
指
す
、と
い
う

こ
と
を
支
援
法
は
期
待
し
て
い
る
。

　

農
業
の
現
場
で
担
い
手
た
ち
は
、こ
の
支
援
法
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
ど
う
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

生
の
現
場
の
声
で
あ
る
。

　

ま
ず
支
援
法
が
求
め
る「
農
業
者
や
農
業
者
団
体
に
よ

る
農
産
物
の
消
費
者（
実
需
者
）へ
の
直
接
の
販
売
を
促

進
す
る
」と
い
う
点
に
関
し
米
の
流
通
実
態
を
、農
林
水

産
省
の
資
料
で
見
る
と
生
産
者
が
直
接
、卸
や
小
売
り
、

消
費
者
に
販
売
し
て
い
る
の
は
二
一
三
万
㌧
、流
通
数
量

の
約
四
割
と
な
っ
て
い
る（
一
五
年
）。直
接
販
売
の
動
き

は
、現
場
で
広
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
今
や
、コ
ン
ビ
ニ
や
外
食
事
業
者
と
い
う
業
務
用
米

の
実
需
者
が
、生
産
者
探
し
で
必
死
で
す
よ
」と
言
う
の

が
熊
本
県
の
内
田
智
也
さ
ん（
三
二
歳
）だ
。支
援
法
が
目

指
す
生
産
者
に
よ
る
直
接
販
売
の
世
界
は
、川
下
の
実
需

者
か
ら
の
動
き
で
既
に
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
、

と
の
意
見
だ
。

　

内
田
さ
ん
は
主
食
用
米
、業
務
用
米
、酒
米
な
ど
、一
五

品
種
も
の
米
を
実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
生
産
し
、

大
手
卸
に
直
接
販
売
し
て
い
る
。

　
「
す
し
、牛
丼
、カ
レ
ー
、そ
れ
ぞ
れ
に
向
く
米
を
求
め

ら
れ
ま
す
。例
え
ば
、多
収
性
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ラ
イ
ス

『
み
つ
ひ
か
り
』は
、粘
り
気
が
少
な
く
た
れ
が
浸
透
し
や

す
い
た
め
牛
丼
チ
ェ
ー
ン
に
対
応
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
米
を
コ
ス
ト
を
抑
え
て
実
需
者
が
望
む
量
を
安
定

し
て
生
産
で
き
る
生
産
者
を
探
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
線
採
用
の
高
級
米
か
ら
低
コ
ス
ト
多

収
米
ま
で
品
種
を
そ
ろ
え
ら
れ
る
の
が
私
た
ち
の
強
み

で
、ほ
場
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
受
注
増
加
に
対
応
で
き
ま

す
」と
言
い
、ニ
ー
ズ
対
応
へ
意
識
を
強
め
る
。

　

し
か
し
、米
の
世
界
で
は
、農
家
が
農
協
へ
、農
協
が
全

農
な
ど
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
販
売
委
託
す
る
方
式
が
今
も
主

流
に
な
っ
て
い
る
。ま
ず
農
家
が
出
荷
す
る
際
に
は
各
県

の
全
農
県
本
部
・
経
済
連
が
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
決
定
し

　

特
集　

始
動
！ 

農
業
強
化
の
支
援
法　

「
作
る
」か
ら「
作
っ
て
売
る
」農
業
の
転
換
期

農
業
競
争
力
の
環
境
整
備
を
す
る
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
が
動
き
出
し
た
。担
い

手
減
少
な
ど
構
造
変
化
の
待
た
れ
る
稲
作
農
業
経
営
の
現
場
で
は
、こ
の
度
の
支
援
法

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
。本
誌
編
集
部
で
は
全

国
各
地
の
稲
作
経
営
者
に「
生
の
声
」を
聞
い
た
。

本
誌
編
集
部

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
本
部
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特集　始動！農業強化の支援法

り
先
に
は
農
協
、卸
、

小
売
り
、外
食
、そ
し

て
直
接
消
費
者
と
、

多
く
の
チ
ャ
ネ
ル
が

あ
る
。そ
こ
を
ど
う

選
ん
で
い
く
か
と
い

う
方
針
は
重
要
な
経

営
判
断
だ
。

　

自
ら
販
路
を
拡
大

し
て
き
た
先
駆
者
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
、行
動
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

販
売
競
争
力
を
高
め
る
に
は「
顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

し
っ
か
り
持
つ
こ
と
が
大
事
」と
語
る
の
が
、石
川
県
の

番
場
睦
夫
さ
ん（
六
一
歳
）だ
。

　
「
当
社
の
理
念
は
、健
康
で
幸
せ
を
届
け
る
こ
と
で
す
。

健
康
の
た
め
に
あ
る
程
度
値
段
が
高
く
て
も
購
入
可
能

な
消
費
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

無
農
薬
で
化
学
肥
料
を
極
力
抑
え
た
米
を
作
る
一
方
、家

庭
炊
飯
用
の
米
は
、二
〇
年
間
一
切
、値
下
げ
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
」と
言
う
。引
き
合
い
が
あ
っ
て
も
価
格
条
件

は
妥
協
せ
ず
、「
お
客
さ
ま
を
選
ぶ
」こ
と
で
、平
均
単
価

は
一
㌔
グ
ラ
ム
当
た
り
五
〇
〇
円
程
度
と
、周
辺
の
米
農

家
の
二
倍
を
上
回
る
。

　

ま
た
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
経
験
か
ら
営
業
が
苦
に

な
ら
な
い
と
い
う
岩
手
県
の
川
村
巧
さ
ん（
六
三
歳
）は
、

主
食
用
米
の
多
く
を
複
数
の
大
手
卸
に
販
売
し
て
い
る
。

以
前
は
、卸
を
通
さ
ず
多
数
の
小
売
業
者
と
取
引
し
て
い

た
が
、直
接
販
売
の
手
間
や
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、業
界

の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
専
門
の
卸
業
者
に
販
売
を
任

せ
る
こ
と
が
賢
明
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

川
村
さ
ん
は
米
卸
業
者
と
の
付
き
合
い
方
に
は
次
の

通
り
一
家
言
あ
る
。

　
「
米
卸
業
者
と
の
商
談
で
は
、自
分
た
ち
自
身
が
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
情
報
を
い
か
に
知
っ
て
い
る
か
が
カ
ギ
に
な
り

ま
す
。自
分
た
ち
の
商
品
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ど
の
程
度
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
、価
値
が
伝
え

ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
私
た
ち
は
、機
会
を
つ
く
っ
て

は
東
京
の
デ
パ
ー
ト
に
赴
き
、ど
の
よ
う
な
食
材
が
売
れ

て
い
る
の
か
を
視
察
し
、ま
た
売
り
場
の
責
任
者
か
ら
話

を
聞
か
せ
て
も
ら
う
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
を
欠

た
水
準
で
あ
る
概
算
金（
仮
渡
金
）が
支
払
わ
れ
、販
売
の

見
通
し
が
立
っ
た
時
点
で
、販
売
見
込
額
か
ら
経
費
・
概

算
金
を
除
い
た
額
を
精
算
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
で
、

比
較
的
早
期
に
ま
と
ま
っ
た
現
金
が
手
元
に
入
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。そ
の
精
算
に
か
か
る
期
間
は
複
数
年

に
わ
た
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
が
、上
部
団
体
が
確
実
に

資
金
化
し
て
く
れ
る
と
い
う
農
業
者
の
信
用
に
支
え
ら

れ
た
シ
ス
テ
ム
と
も
言
え
る
。

　

就
農
当
初
こ
そ
農
協
に
販
売
委
託
を
し
て
い
た
内
田

さ
ん
は
、大
手
卸
へ
の
販
売
に
切
り
換
え
た
。自
ら
の
経

験
を
踏
ま
え
、支
援
法
を「
農
業
経
営
の
成
長
の
た
め
に

は
、農
業
者
自
ら
が
経
営
判
断
で
直
接
販
売
を
行
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
、積
極
的
に
受
け
と

め
て
い
る
。「
販
売
委
託
で
は
自
分
の
米
が
ど
こ
に
売
ら

れ
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
価
格
が
付
い
た
の
か
分
か
ら

な
い
し
、手
数
料
の
根
拠
も
分
か
り
に
く
い
」と
し
、「
こ
れ

で
は
経
営
計
画
も
立
て
ら
れ
な
い
の
で
、自
ら
米
卸
業
者

と
取
引
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」と
、経
緯
を
述
べ
た
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
経
営
が
カ
ギ

　
「
作
る
プ
ロ
」か
ら「
作
っ
て
売
る
プ
ロ
」へ
︱
︱
。支
援

法
は
農
業
者
自
身
の
経
営
姿
勢
の
変
化
に
期
待
す
る
。売

か
し
ま
せ
ん
」と
述
べ
て
い
る
。

　

地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
一
五
店
舗
や

外
食
事
業
者
へ
直
接
販
売
、一
部
は
六
次
産
業
化
の
取
り

組
み
で
お
に
ぎ
り
な
ど
に
加
工
し
て
自
社
の
直
営
店
な

ど
で
販
売
し
て
い
る
愛
知
県
の
八
木
輝
治
さ
ん（
四
六

歳
）は
、地
元
で
の
販
路
拡
大
を
追
求
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
を「
顔
の
見
え
る
関
係
に
つ
な
が
る
こ
と
、

輸
送
コ
ス
ト
が
安
く
済
む
こ
と
、ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
場

合
で
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
」と
言
い
、中
間
に
農

協
や
卸
を
通
さ
な
い
の
は
、「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
米
が
ど

う
や
っ
て
売
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
」と
答
え
る
。

　

ま
た
八
木
さ
ん
は「
ス
ー
パ
ー
に
は
自
分
た
ち
で
配
達

し
、自
分
た
ち
で
棚
に
並
べ
ま
す
。自
分
た
ち
の
商
品
に

加
え
、他
の
米
の
売
れ
行
き
情
報
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
分
か

り
、生
産
な
ど
当
社
の
事
業
展
開
に
活
か
さ
れ
ま
す
」と

言
い
、さ
ら
に
消
費
者
に
で
き
る
だ
け
鮮
度
の
良
い
も
の

を
提
供
す
る
こ
と
や
地
域
密
着
の
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す

る
た
め
、「
精
米
後
二
週
間
た
っ
て
も
棚
に
残
っ
て
い
る
も

の
は
持
ち
帰
り
ま
す
」と
、地
元
で
の
販
売
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
て
い
る
。

　

四
氏
は
、い
ず
れ
も
支
援
法
の
狙
い
で
あ
る
直
接
販
売

を
行
い
、販
売
先
を
自
ら
の
判
断
で
選
び
、経
営
を
伸
ば

し
て
い
る
。そ
こ
に
共
通
す
る
の
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー

ズ
を
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、消
費
者
や
実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に

確
実
に
対
応
し
た
売
れ
る
米
を
作
り
提
案
し
て
い
く

マ
ー
ケ
ッ
ト・イ
ン
の
経
営
発
想
だ
。ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は

支
援
法
に
よ
る「
直
接
の
販
売
」に
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
業
界
再
編
で
流
通
変
革
す
る
か

　

次
の
テ
ー
マ
は
、農
業
者
に
と
っ
て
有
利
で
安
定
的
な

生産者自身がマーケットを研究する
必要があると語る川村巧さん（左）
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「作る」から「作って売る」農業の転換期

進
す
る
施
策
を
現
場
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

流
通
業
者
再
編
の
効
果
を
実
感
す
る
と
い
う
番
場
さ

ん
は
、石
川
県
で
の
事
例
を
次
の
よ
う
に
語
る
。「
二
〇
〇

七
年
に
農
協
系
の
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
石
川
、石
川
県
米
穀
、

北
陸
中
央
食
糧
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
米
心
石
川
株
式

会
社
は
、米
の
集
荷
と
販
売
、炊
飯
や
惣
菜
製
造
と
い
っ

た
機
能
を
備
え
て
お
り
、顧
客
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な

営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。米
の
集
荷
は
農
協
経
由
の
ほ
か
、

当
社
の
よ
う
な
大
規
模
法
人
と
の
直
接
取
引
も
あ
り
ま

す
。再
編
の
メ
リ
ッ
ト
は
、こ
れ
ま
で
生
産
者
に
農
協
経

由
で
し
か
伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
情
報
が

米
心
石
川
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。経
営
判
断
す
る
の
に
非
常
に
有
益
で
す
」と
述

べ
て
い
る
。

　

内
田
さ
ん
も「
再
編
に
よ
っ
て
米
卸
業
者
の
企
業
規
模

が
大
き
く
な
れ
ば
実
需
者
と
の
交
渉
を
有
利
に
進
め
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。そ
の
恩
恵
が
農
業
者
と
の
取

引
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
、こ
の
施
策

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

　

期
待
の
理
由
に
つ
い
て
、「
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
小

売
り
や
外
食
チ
ェ
ー
ン
が
価
格
決
定
権
を
握
っ
て
い
ま

す
。大
手
の
卸
で
す
ら
、こ
れ
ら
へ
の
価
格
交
渉
力
が
強

い
と
は
言
え
な
い
現
状
が
あ
る
た
め
で
す
」と
説
明
す
る
。

　

実
際
、川
村
さ
ん
や
内
田
さ
ん
に
よ
る
と
、米
卸
業
者
と

播は

種し
ゅ

前
に
交
わ
す
契
約
書
に
は
、数
量
は
記
載
さ
れ
て
い

る
が
価
格
の
記
載
が
な
い
と
い
う
。取
引
先
を
確
保
し
て

も
市
況
に
よ
っ
て
売
り
上
げ
が
増
減
す
る
よ
う
だ
と
、支

援
法
が
意
図
す
る
安
定
的
な
取
引
と
は
言
い
難
い
。再
編

な
ど
で
安
定
取
引
が
進
み
価
格
が
事
前
に
決
ま
れ
ば
、経

営
計
画
も
立
て
や
す
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
の
点
に
関
し
て
、小
売
り
と
直
接
取
引
を
し
て
い
る

八
木
さ
ん
は
、「
年
度
当
初
に
取
引
数
量
や
取
引
金
額
を

決
定
し
て
い
ま
す
。取
引
先
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、年

間
の
売
り
上
げ
見
通
し
と
、通
年
の
経
営
戦
略
も
立
て
や

す
く
な
る
よ
う
、あ
る
程
度
固
定
価
格
で
取
引
が
可
能
な

と
こ
ろ
を
重
視
し
て
い
ま
す
」と
、金
額
を
含
め
た
契
約

の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。

　

し
か
し
、業
界
再
編
を
待
つ
だ
け
で
は
な
い
。内
田
さ

ん
は
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
の
バ
イ
ヤ
ー
と
米
卸
業
者
を
交

え
、ほ
場
の
視
察
会
を
行
っ
て
い
る
。「
交
渉
力
の
強
い
コ

ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
の
方
に
も
生
産
現
場
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
」で
あ
り
、主
体
的
に
川
下
ま
で
信
頼
関

係
構
築
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
競
争
力
強
化
の

努
力
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

さ
て
、生
産
者
自
身
で
自
ら
の
商
品
を
売
り
込
む
こ
と

も
必
要
だ
が
、取
引
相
手
が
自
社
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

川
村
さ
ん
は「
支
払
能
力
な
ど
信
用
力
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
で
調
べ
ら
れ
ま
す
。そ
れ
に
加
え
て
、

個
々
の
バ
イ
ヤ
ー
が
米
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
情
報
を
熟
知

し
て
い
る
こ
と
や
差
別
化
で
き
る
よ
う
な
販
売
先
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。米
卸
業
者
が
、情
報
収

集
や
得
意
分
野
で
差
別
化
で
き
て
い
れ
ば
業
績
が
安
定

す
る
た
め
、米
の
注
文
量
も
安
定
し
て
い
き
ま
す
」と
、独

自
の
目
利
き
力
を
養
う
重
要
性
を
強
調
す
る
。

　
資
材
コ
ス
ト
下
げ
は
経
営
努
力
論
も

　

支
援
法
が
力
点
を
置
く
の
は
、生
産
コ
ス
ト
に
占
め

る
割
合
が
大
き
い
農
薬
や
肥
料
な
ど
資
材
の
価
格
引
き

下
げ
で
あ
る
。現
場
は
こ
の
政
策
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

番
場
さ
ん
は
、農
業
者
の
努
力
が
及
ば
な
い
資
材
価

格
引
き
下
げ
に
つ
い
て
国
が
取
り
組
む
こ
と
に
意
義
が

あ
る
、と
の
考
え
だ
。し
か
し
、「
肥
料
の
銘
柄
が
合
理
化

に
よ
り
減
少
す
る
こ
と
で
資
材
調
達
の
選
択
肢
が
結
果

的
に
減
ら
な
い
か
を
懸
念
し
ま
す
。肥
料
に
か
け
た
費

用
以
上
に
収
量
や
品
質
の
改
善
な
ど
売
り
上
げ
増
加
に

結
び
付
け
る
の
は
、農
業
者
の
技
術
に
よ
り
ま
す
。自
分

の
経
営
や
土
壌
に
合
っ
た
も
の
を
選
べ
る
こ
と
が
大
事

で
す
」と
、現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
る
よ
う
注
文
す
る
。

　

川
村
さ
ん
の
考
え
は
明
解
だ
。「
農
家
が
求
め
る
も
の

を
供
給
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、と
い
う
こ
と
に
尽
き

ま
す
。私
た
ち
は
、こ
の
土
地
に
合
っ
た
微
生
物
農
法
を

採
用
し
て
お
り
、こ
れ
に
適
し
た
資
材
を
供
給
し
て
く

れ
る
事
業
者
が
全
国
に
は
少
な
い
の
で
す
」と
言
う
。

　

内
田
さ
ん
は「
農
薬
や
化
学
肥
料
が
生
産
コ
ス
ト
に

占
め
る
シ
ェ
ア
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。む
し

ろ
肥
料
に
つ
い
て
問
題
な
の
は
過
剰
投
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
」と
述
べ
、「
適

切
な
土
壌
診
断
に
よ
っ
て
不
足
し
て
い
る
要
素
、例
え

ば
窒
素
や
尿
素
な
ど
の
単
肥
を
補
う
と
い
う
思
考
に
転

換
で
き
れ
ば
、経
営
者
の
努
力
で
コ
ス
ト
削
減
は
可
能

な
は
ず
で
す
」と
、農
業
者
が
現
状
の
生
産
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

取
引
に
つ
な
が
る
よ

う
、中
小
規
模
の
事

業
者
が
多
く
占
め
る

米
卸
業
界
を
め
ぐ
る

支
援
法
の
施
策
だ
。

実
需
者
と
の
価
格
交

渉
力
を
付
け
る
た
め
、

業
界
再
編
を
通
じ
た

流
通
の
合
理
化
を
促

地元での直接販売を追求している八
木輝治さん
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特集　始動！農業強化の支援法

　

そ
し
て
、内
田
さ
ん
は
コ
ス
ト
対
策
に
関
し
て「
問
題

な
の
は
水
路
の
維
持
管
理
や
農
産
物
の
物
流
に
関
す
る

費
用
、地
主
さ
ん
に
支
払
う
地
代
な
ど
で
す
。ま
た
当
社

で
は
、ほ
場
が
三
〇
〇
筆
に
も
分
散
し
て
お
り
、農
機
具

の
移
動
や
区
画
の
隅
の
機
械
処
理
に
多
く
の
ロ
ス
が
生

じ
て
い
ま
す
。ほ
場
が
ま
と
ま
れ
ば
地
主
さ
ん
の
了
解

を
得
て
自
分
で
畦
畔
を
取
る
な
ど
区
画
を
広
げ
、効
率

化
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
可
能
で

す
」と
、農
地
集
約
や
支
援
法
が
見
落
と
し
が
ち
な
イ
ン

フ
ラ
の
問
題
な
ど
の
課
題
解
決
を
希
望
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、八
木
さ
ん
は
、「
重
視
し
た
い
の
は
面

積
当
た
り
の
コ
ス
ト
低
減
よ
り
も
売
り
上
げ
を
増
や
す

こ
と
で
所
得
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
従

業
員
た
ち
の
技
術
向
上
が
重
要
で
、私
た
ち
は
生
産

デ
ー
タ
を
県
の
普
及
セ
ン
タ
ー
に
送
っ
て
見
て
も
ら
い
、

改
善
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。公
的
機
関
は
黙
っ

て
待
っ
て
い
て
は
指
導
し
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、積
極

的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。さ
ら
に
今

後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
利
用
も
カ
ギ
で
す
。

自
分
た
ち
の
工
夫
次
第
で
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ
ま
す
」

と
、ま
ず
は
農
業
者
自
ら
の
努
力
の
必
要
性
を
述
べ
て

い
る
。

が
重
要
と
い
う
意
見
が
強
い
よ
う
だ
。

　

実
績
の
あ
る
四
氏
の
見
方
は
新
た
な
支
援
法
の
下
で

も
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
を
重
視
し
て
米
卸
業
者
や
実
需

者
か
ら
の
情
報
を
自
ら
の
戦
略
に
活
か
し
て
い
け
ば
、

零
細
と
い
わ
れ
る
稲
作
も
競
争
力
を
強
化
で
き
る
し
、

充
分
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
戦
略
明
確
に
す
れ
ば
生
き
残
れ
る

　

そ
の
点
、番
場
さ
ん
が
語
っ
た
以
下
の
コ
メ
ン
ト
は
、

稲
作
農
業
に
新
た
な
方
向
付
け
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
「
米
の
世
界
で
は
最
近
、生
産
調
整
に
国
が
関
与
し
な

く
な
る
、い
わ
ゆ
る『
平
成
三
〇
年
問
題
』が
よ
く
話
題
に

な
り
ま
す
。生
産
調
整
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い

た
米
の
直
接
支
払
交
付
金
な
ど
が
な
く
な
れ
ば
、食
用

米
の
増
産
が
起
き
、米
価
が
大
幅
に
下
落
し
て
、パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
と
恐
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。他
方
で
、国
の

生
産
目
標
割
り
当
て
か
ら
地
方
自
治
体
や
農
業
再
生
協

議
会
主
導
の
割
り
当
て
に
移
行
し
、飼
料
用
米
推
進
の

水
田
活
用
推
進
交
付
金
は
継
続
す
る
の
で
、需
給
バ
ラ

ン
ス
は
大
き
く
崩
れ
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。補

助
金
の
動
向
に
よ
っ
て
右
往
左
往
す
る
の
が
米
業
界
の

常
で
す
が
、目
的
と
手
段
、戦
略
戦
術
を
明
確
に
打
ち
立

川
村 

巧（
六
三
歳
）

有
限
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
ス
い
わ
て
丸
福 

代
表
取
締
役 

　

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町　

⃝

米
作
付
面
積
：
五
七
㌶

⃝

主
要
品
種
：ひ
と
め
ぼ
れ
、サ
サ
ニ
シ
キ
、あ
き
た
こ

ま
ち
、銀
河
の
し
ず
く
、ひ
め
の
も
ち
、酒
造
好
適
米

⃝

主
要
販
売
先
：
大
手
米
卸
、小
売
店
、酒
造
メ
ー

カ
ー

八
木 

輝
治（
四
六
歳
）

有
限
会
社
鍋
八
農
産 

代
表
取
締
役 

　

愛
知
県
弥
富
市　

⃝

米
作
付
面
積
：一
四
〇
㌶

⃝

主
要
品
種
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
、あ
い
ち
の
か
お
り

⃝

主
要
販
売
先：ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
ヨ
シ
ヅ

ヤ
）、外
食
業
者（
チ
ェ
ー
ン
、個
人
事
業
者
）、酒

造
メ
ー
カ
ー
（
Ｊ
Ａ
経
由
）

番
場 

睦
夫（
六
一
歳
）

有
限
会
社
ば
ん
ば 

代
表
取
締
役 

　

石
川
県
白
山
市　

⃝

米
作
付
面
積
：
四
三
㌶

⃝

主
要
品
種：夢
ご
こ
ち
、ひ
と
め
ぼ
れ
、コ
シ
ヒ
カ
リ

⃝

主
要
販
売
先
：
個
人
顧
客
、小
売
店（
米
小
売
、

健
康
食
品
店
）

内
田 

智
也（
三
二
歳
）

有
限
会
社
内
田
農
場 

代
表
取
締
役 

　

熊
本
県
阿
蘇
市

⃝

米
作
付
面
積
：
四
〇
㌶
（
こ
の
他
二
〇
㌶
あ
る

が
、熊
本
地
震
の
復
旧
が
進
ま
ず
休
耕
中
）

⃝

主
要
品
種：コ
シ
ヒ
カ
リ
、森
の
く
ま
さ
ん
な
ど

一
五
品
種

⃝

主
要
販
売
先
：
大
手
米
卸
、ホ
テ
ル
、飲
食
店

　

現
場
の
農
業
経
営

者
た
ち
は
、農
業
所

得
の
向
上
に
は
個
々

の
資
材
価
格
の
引
き

下
げ
に
こ
だ
わ
る
よ

り
も
、ま
ず
売
れ
る

米
作
り
を
考
え
、そ

の
上
で
土
壌
に
合
っ

た
最
適
な
資
材
供
給

て
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
に
定
め
た
経
営
で

あ
れ
ば
生
き
残
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」

　

支
援
法
は
、こ
う

い
っ
た
自
立
す
る
農

業
者
を
求
め
て
い
る

の
だ
ろ
う
。　
　

 

番場睦夫さんは流通業者再編の効
果を実感すると語る

業務用米の直接取引が広がると見て
いる内田智也さん

次
の
稲
作
経
営
者
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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国
際
競
争
に
耐
え
る
生
産
性
必
要

　

食
市
場
に
つ
い
て
、わ
が
国
で
は
今
後
、高
齢
化
の
進
行

や
人
口
減
少
の
本
格
化
に
よ
り
縮
小
に
向
か
う
可
能
性

が
あ
る
一
方
、世
界
で
は
人
口
の
増
大
や
各
国
の
経
済
成

長
な
ど
に
伴
い
、今
後
も
拡
大
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、政
府
は
農
業
を
成
長
産
業
と
し
、農

業
者
の
所
得
向
上
を
図
る
た
め
、農
地
の
集
積
・
集
約
化

に
よ
る
生
産
性
向
上
や
、輸
出
・
六
次
産
業
化
な
ど
を
通

じ
た
販
路
拡
大
・
高
付
加
価
値
化
な
ど
、農
業
者
の
経
営

発
展
の
た
め
の
取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
と
併
せ
て
、農
業
者
が
自
由
に
経
営
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、農
業
者
の
努
力
で
は
解
決
で
き
な

い
構
造
的
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、政
府
は
二
〇
一
六
年
一
一
月
に「
農
業
競
争

力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、肥
料
や
農

薬
な
ど
の
農
業
資
材
価
格
の
引
き
下
げ
、農
産
物
の
流

通・加
工
の
構
造
改
革
、収
入
保
険
制
度
の
導
入（
本
誌
二

〇
一
七
年
六
月
号「
農
林
水
産
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
」に

よ
り
紹
介
）、土
地
改
良
制
度
の
見
直
し
な
ど
、「
待
っ
た

な
し
」で
進
め
て
い
く
必
要
の
あ
る
農
業
競
争
力
強
化
の

方
向
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
農
業
資
材
に
つ
い
て
は
、例
え
ば
米
の
生
産
費

に
占
め
る
肥
料
費
、農
業
薬
剤
費
、農
機
具
費
の
合
計
額

の
割
合
が
全
国
平
均
で
三
～
四
割
に
達
し
て
い
る
通
り
、

農
業
経
営
に
直
結
す
る
も
の
で
す
。農
業
者
が
資
材
を
効

率
的
に
利
用
し
自
身
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、農
業
資
材
価
格
そ
の
も
の
の
引
き
下
げ

は
関
連
業
界
と
と
も
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
当
た
り
農
林
水

産
省
は
、一
六
年
九
月
に
日
韓
の
農
業
資
材
を
比
較
す
る

な
ど
し
て
、業
界
構
造
や
法
規
制
な
ど
の
現
状
を
分
析
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、わ
が
国
の
農
業
資
材
は
、参
入
メ
ー

カ
ー
や
銘
柄
数
が
多
い
、規
制
が
最
新
の
科
学
的
知
見
を

踏
ま
え
た
合
理
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
、寡
占
に
よ

り
適
正
な
競
争
が
行
わ
れ
て
い
な
い
な
ど
か
ら
、製
造
コ

ス
ト
が
高
く
な
る
構
造
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、農
業
資
材
を
少
し
で
も
安
く
供
給
す
る
た

め
に
解
決
す
べ
き
課
題
と
、そ
れ
に
対
す
る
改
革
の
方
向

性
を
ま
と
め
た
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
指
す
も
の
を
述

べ
ま
す
。

　
日
韓
農
業
資
材
比
較
で
実
態
把
握

　

ま
ず
、肥
料
の
課
題
で
す
。わ
が
国
の
肥
料
価
格
に
つ

い
て
、水
田
を
有
し
て
い
る
点
や
原
料
を
輸
入
に
依
存
し

て
い
る
点
に
お
い
て
構
造
が
類
似
し
て
い
る
韓
国
と
比

べ
る
と
、高
度
化
成
肥
料
の
類
似
成
分
の
も
の
で
は
二・一

　

特
集　

始
動
！ 

農
業
強
化
の
支
援
法　

競
争
力
を
強
化
す
る
資
材
対
策
の
切
り
込
み

肥
料
、農
薬
、飼
料
、農
業
機
械
な
ど
生
産
資
材
費
が
経
営
に
占
め
る
割
合
は
、農
業
形

態
の
酷
似
す
る
韓
国
に
比
べ
て
価
格
水
準
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。要
因
は
生
産
者

の
要
望
に
応
え
た
過
剰
銘
柄
数
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、資
材
コ
ス
ト
引
き
下
げ
対
策

は
農
業
者
の
所
得
向
上
に
欠
か
せ
な
い
。対
策
に
舵
を
切
っ
た
政
策
の
狙
い
を
聞
い
た
。

農林水産省生産局技術普及課
生産資材対策室長

いまの さとし
1969年石川県生まれ。93年東京農工大学農学部卒業。同年
農林水産省入省後、総合食料局計画課、生産局農産振興課、
政策統括官付経営安定対策室長を経て、2017年から現職。
農業者の所得向上実現のため資材コスト低減対策を推進中。

今野 聡  Satoshi Imano



12　AFCフォーラム 2017・8

特集　始動！農業強化の支援法

倍
程
度
、ま
た
、成
分
が
同
等
の
単
肥
で
は
一・
七
～
二
・

一
倍
程
度
と
そ
れ
ぞ
れ
高
く
な
っ
て
い
ま
す（
表
１
・
肥

料
）。ま
た
、肥
料
生
産
業
者
数
に
つ
い
て
は
、国
へ
の
登

録
・
届
け
出
業
者
が
約
二
四
〇
〇
あ
る
他
、都
道
府
県
へ

の
登
録
肥
料（
化
学
的
方
法
で
生
産
さ
れ
な
い
有
機
質
肥

料
な
ど
）の
み
を
生
産
し
て
い
る
業
者
が
約
五
〇
〇
あ
り

ま
す
。国
へ
の
登
録
・
届
け
出
肥
料
業
者
の
う
ち
生
産
量

が
五
〇
〇
〇
㌧
以
下
の
小
規
模
な
業
者
が
約
九
三
％
を

占
め
る
と
い
う
構
造
で
す
。さ
ら
に
、肥
料
の
登
録
銘
柄

数
は
、近
年
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
し
て
お
り
、現
在
は
約

表１　生産資材価格の引き下げに向けて（概要）

価格比
（対韓国） 生産・輸出の状況 業界構造など 法規制など 系統からの

購入割合

肥
料

農
薬

農
業
機
械

配
合
飼
料

約1.7～
2.1倍

約0.7～
3.3倍

約1.2～
1.6倍

約1.0～
1.2倍

国内生産量：約300万㌧
輸出量：約70万㌧

（2012年度）

【製剤】
国内生産量：約22万㌧
輸出量：約15,000㌧

（2014年度）

国内出荷額
：約2,800億円

輸出額：約2,500億円
（2015年度）

製造量：2,308万㌧
輸出：ほとんどなし

（2014年度）

⃝メーカーが乱立し、工場が各地に点在
　［ 生産業者数：約3,000 ］
⃝多銘柄を少量ずつ生産
　  銘柄数：約2万（韓国：約5,700）
　  1銘柄当たりの年間生産量：約300～900㌧
　   （韓国：約17,000㌧）

過剰供給構造による低生産性

⃝メーカー数が多い
　  製造業者数：169（韓国：70）
　  ⃝主に他社の原体から製剤を製造す 
　  　るメーカー数：76
　  ⃝主に農薬以外の化学製品を扱う中 
　  　小メーカー数：79
　  製造所数：約300

過剰供給構造による低生産性

⃝国内大手4社の出荷額が8割を占め、
　シェアが固定
⃝輸入も国内大手4社で系列化して独占
⃝主要3機種で輸入機の割合は3％のみ

寡占状態による競争性欠如

約7割

約6割

約5割

約3割

⃝各県の施肥基準が細分化、JAが作 
　成する栽培暦により銘柄を指定
⃝JAの予約注文書に掲載されてい 
　る銘柄の約半数は1JAのみが取り 
　扱う独自銘柄

施肥基準など

⃝日本、欧米、韓国でほぼ同様の法 
　制度となっているが、運用面で差 
　（例：作物群での登録を可能とする 
　仕組み、農薬の成分組成管理方法）
⃝ジェネリック農薬の普及率は5％
　（韓国：23％）

⃝各県の防除基準、ＪＡの防除暦へ 
　の掲載に当たり追加試験が必要 
　となる場合も多い

農薬登録制度

防除基準など

⃝メーカーが乱立し、工場が各地に点在
　  製造メーカー数：65社115工場
　  （韓国：56社95工場）
⃝多銘柄を少量ずつ生産
　  銘柄数：約16,000（韓国：約1,500［農協 
　  系統分〈シェア3割〉］）
　  1銘柄当たりの年間生産量：1,456㌧ 
　  （韓国：3,765㌧）

過剰供給構造による低生産性

⃝法律に基づく鑑定（任意）に合格 
　していることが、補助事業・金融 
　支援の要件

農業機械化促進法

二
万
銘
柄
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、主
要
な
肥
料
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
一
銘
柄

当
た
り
の
生
産
量
は
、生
産
規
模
が
大
き
い
複
合
肥
料

メ
ー
カ
ー
で
も
約
三
〇
〇
～
九
〇
〇
㌧
と
韓
国
の
約
一

万
七
〇
〇
〇
㌧
に
比
べ
約
二
〇
分
の
一
以
下
と
小
さ
く
、

生
産
効
率
が
著
し
く
低
く
な
っ
て
お
り
、こ
の
こ
と
が
肥

料
生
産
の
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。ま
た
、都
道
府
県
は
同
じ
作
物
で
も
品
種
や
栽
培
方

法
、土
壌
な
ど
に
よ
り
細
分
化
し
た
施
肥
基
準
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

施
肥
基
準
数
と
銘
柄
数
に
は
完
全
な
相
関
関
係
は
な

い
も
の
の
、農
協
な
ど
で
は
施
肥
基
準
を
参
考
に
肥
料
の

銘
柄
を
指
定
し
て
農
業
者
に
栽
培
暦
を
提
示
し
て
い
る

こ
と
や
、「
系
統
向
け
」「
商
系
向
け
」の
よ
う
な
販
路
別
に

同
一
の
生
産
業
者
が
同
一
の
肥
料
に
つ
い
て
別
々
の
登
録

を
取
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、銘
柄
数
の
増
加
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
肥
料
な
ど

の
農
業
資
材
の
生
産
構
造
を
改
革
す
る
こ
と
が
農
業
者

の
所
得
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、国
際
競
争
に
対
応
で

き
る
生
産
性
の
確
保
を
目
指
し
た
業
界
再
編
や
設
備
投

資
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、多
品
種
少
量
生
産
が
低
生
産
性
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、農
林
水
産
省
は
産
地
と
丁
寧
に

意
見
交
換
し
な
が
ら
、各
都
道
府
県
・
地
域
の
施
肥
基
準

な
ど
の
見
直
し
と
、銘
柄
数
を
絞
り
込
む
こ
と
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
農
薬
登
録
制
度
の
見
直
し

　

次
に
農
薬
で
す
。農
薬
に
お
い
て
も
価
格
が
韓
国
よ
り

高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、特
に
運
用
面
で
諸
外
国
と

の
差
が
あ
り
ま
す（
表
１
・
農
薬
）。

　

世
界
で
は
科
学
の
進
歩
に
合
わ
せ
、農
薬
の
安
全
性
の

新
た
な
評
価
方
法
が
導
入
さ
れ
て
き
て
お
り
、わ
が
国
に

お
い
て
も
、欧
米
な
ど
の
制
度
を
参
考
に
農
薬
登
録
制
度

の
不
断
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、一
部
見
直
し
が
進
ん
で
お
ら
ず
、安
全
で
質

の
高
い
農
薬
を
速
や
か
に
供
給
す
る
仕
組
み
の
整
備
が

遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

農
薬
登
録
制
度
の
国
際
調
和
に
向
け
、必
要
な
見
直
し

を
行
い
、新
規
農
薬
の
開
発
能
力
を
有
す
る
国
内
農
薬
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競争力を強化する資材対策の切り込み

メ
ー
カ
ー
の
海
外
展
開
な
ど
が
進
み
や
す
く
な
れ
ば
、効

果
が
高
く
安
全
な
新
し
い
農
薬
を
、わ
が
国
の
農
業
者
に

速
や
か
に
低
コ
ス
ト
で
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、国
内
外
で
同
じ
農
薬
を
使
用
す
る
こ
と
で
、農
産

物
を
輸
出
す
る
際
の
残
留
農
薬
の
問
題
が
解
決
し
や
す

く
な
り
、農
産
物
の
輸
出
促
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、農
薬
取
締

法
の
運
用
を
国
際
標
準
に
合
わ
せ
る
方
向
で
抜
本
的
に

見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、農
林
水
産
省
で
も
、農
薬

登
録
制
度
に
最
新
の
科
学
的
知
見
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、

諸
外
国
の
制
度
を
参
考
に
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、農
薬
登
録
を
効
率

的
に
行
う
た
め
の
作
物
群
登
録
の
導
入
、農
薬
の
各
種
成

分
の
組
成
管
理
の
在
り
方
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
規
参
入
促
進
で
競
争
の
土
壌

　

そ
し
て
、農
業
機
械
の
対
策
で
す
。わ
が
国
の
農
業
機

械
製
造
業
は
、国
内
大
手
四
社
で
国
内
出
荷
額
全
体
の
八

割
を
占
め
る
な
ど
寡
占
状
態
に
あ
り
ま
す
。ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、田
植
え
機
と
い
っ
た
主
要
三
機
種
の
二
〇

一
五
年
の
国
内
販
売
台
数
の
企
業
別
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、

国
内
大
手
四
社
で
九
七
％
を
占
め
、そ
の
企
業
別
シ
ェ
ア

も
ほ
ぼ
固
定
し
推
移
し
て
い
ま
す（
表
１
・
農
業
機
械
）。

　

ま
た
、外
国
製
の
大
型
農
業
機
械
に
つ
い
て
も
一
部
を

除
き
、こ
れ
ら
の
大
手
四
社
が
そ
れ
ぞ
れ
海
外
メ
ー
カ
ー

の
輸
入
代
理
店
と
な
っ
て
国
内
に
お
け
る
販
売
を
行
っ

て
お
り
、競
争
原
理
が
働
き
に
く
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
こ
と
が
農
業
機
械
の
コ
ス
ト
高
に
つ
な

が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
農
業
機
械
な
ど
の
農

業
資
材
に
つ
い
て
、ベ
ン
チ
ャ
ー
を
含
め
た
企
業
の
新
規

参
入
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。関
連
す
る
法
制

度
と
し
て
は
、一
九
五
三
年
に
制
定
さ
れ
た「
農
業
機
械

化
促
進
法
」が
あ
り
、公
的
機
関
に
よ
る
農
機
具
の
型
式

検
査
、高
性
能
農
業
機
械
の
計
画
的
な
試
験
研
究
・
実
用

化
促
進
措
置
を
規
定
し
て
い
ま
す
が
、近
年
で
は
型
式
検

査
は
実
績
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、国
・
都
道
府
県
中
心
の
開

発
・
導
入
制
度
の
必
要
性
が
低
下
し
た
こ
と
か
ら
、今
通

常
国
会
で
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、野
菜
や
果
樹
な
ど
営
農
類
型
ご
と
に
多
種
多
様

な
農
業
機
械
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、農
業
者
の
高
齢

化
や
労
働
力
不
足
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（Inform
ation and Com

m
unication T

echnology

の
略
：
情
報
通
信
技
術
）な
ど
を
活
用
し
た
革
新
的
な
農

業
機
械
の
技
術
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、国
が
適

正
機
能
や
合
理
的
価
格
な
ど
の
目
標
を
明
確
に
設
定
し

た
上
で
、民
間
企
業・研
究
機
関・農
業
者
な
ど
の
連
携
に

よ
り
、農
業
機
械
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
と
し
競
争
力
原

理
を
働
か
せ
る
こ
と
、革
新
的
な
農
業
機
械
の
開
発
に
よ

り
、生
産
性
向
上
と
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
ま
す
。

　

最
後
に
畜
産
の
主
要
コ
ス
ト
で
あ
る
配
合
飼
料
で
す
。

わ
が
国
の
配
合
飼
料
製
造
業
は
、六
五
社
一
一
五
工
場
あ

り
、配
合
飼
料
工
場
全
体
の
操
業
率
は
九
三
％
と
な
っ
て

い
ま
す（
表
１
・
配
合
飼
料
）。

　

他
方
、韓
国
で
は
五
六
社
九
五
工
場
と
、わ
が
国
と
大

き
な
違
い
は
な
い
も
の
の
、操
業
率
は
二
三
七
％
と
圧
倒

的
に
高
く
、保
有
す
る
製
造
能
力
を
活
か
し
て
、極
め
て

効
率
の
良
い
生
産
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、わ
が
国
の
配
合
飼
料
の
銘
柄
数
は
、配
合
飼
料

メ
ー
カ
ー
の
販
売
戦
略
や
畜
産
経
営
を
営
む
農
業
者
か

ら
の
細
か
い
要
望
へ
の
対
応
な
ど
の
理
由
か
ら
、家
畜
の

飼
養
頭
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
も
増
加
し
、現
在
は

約
一
万
六
〇
〇
〇
銘
柄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、一
銘
柄
当
た
り
の
年
間
生
産
量
は
一
四
五

六
㌧
と
韓
国
の
約
三
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、こ
の

こ
と
が
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

多
品
種
少
量
生
産
が
低
生
産
性
と
な
っ
て
い
る
特
徴

は
肥
料
業
界
と
同
様
で
あ
り
、産
地
の
状
況
把
握
と
銘
柄

数
の
削
減
を
進
め
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、国
際
競
争
に
対
応
で
き
る
生
産
性
の

確
保
を
目
指
し
た
業
界
再
編
・
設
備
投
資
な
ど
を
推
進

し
、畜
産
業
界
の
コ
ス
ト
面
で
の
競
争
力
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

　
農
業
資
材
価
格
の
見
え
る
化
を

　

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、農
業
資
材
価
格
の
引
き
下
げ

に
向
け
て「
国
の
責
務
、業
界
再
編
に
向
け
た
推
進
手
法

等
を
明
記
し
た
法
整
備
を
進
め
る
」と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、今
通
常
国
会
に
お
い
て
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
案

を
提
出
し
五
月
に
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
法
は
、「
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
」に
向

け
て
、規
制
・
規
格
の
見
直
し
や
、生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に

つ
な
が
る
資
材
の
開
発
な
ど
、国
が
講
ず
べ
き
施
策
の
方

向
性
を
定
め
る
と
と
も
に
、メ
ー
カ
ー
の
自
主
的
な
事
業

再
編
な
ど
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
た
め
の
支
援
措

置
と
し
て
、税
制
面
で
の
特
例
や
株
式
会
社
農
林
漁
業
成

長
産
業
化
支
援
機
構（
Ａ
－
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
）に
よ
る
出
資
、日

本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
な
ど
の
支
援
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す（
表
２
）。

　

ま
た
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（Plan-D

o-Check-A
ct

の
略
：
事
業

活
動
に
お
け
る
生
産
・
品
質
管
理
な
ど
の
業
務
を
円
滑
に
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特集　始動！農業強化の支援法

進
め
る
手
法
の
一
つ
）サ
イ
ク
ル
と
し
て
国
内
外
の
農
業

資
材
の
状
況
や
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
施
策
を
お
お
む
ね
五

年
ご
と
に
調
査・点
検
し
、「
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材

の
供
給
」の
実
現
に
必
要
な
見
直
し
を
行
い
、農
業
競
争

力
強
化
に
向
け
た
改
革
を
切
れ
目
な
く
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
所
得
向
上
の
た
め
に
は
、よ
り
有
利
な
農
業

資
材
の
購
入
先
を
農
業
者
が
比
較
し
選
択
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、農
林
水
産
省
で
は
、農
業
資
材
の
価
格
な

表２　農業競争力強化支援法の目的と構成

○「農業の競争力」とは、農業の生産性を高め、高い収益力を確保することにより持続的な農業発展ができ
る力のことをいいます。

○本法の題名は、国が良質で低廉な農業資材の供給や農産物流通等の合理化といった農業者の努力だけ
では実現できない構造的な課題を解決するための施策を講ずることにより農業者自身が行う競争力強
化の取り組みを「支援」するという趣旨を踏まえ、「農業競争力強化支援法」としています。

本法律の構成

１ 国の責務・関係者の努力

○国は、「良質かつ低廉な農業資材の
供給」および「農産物流通等の合理
化」を実現するための施策を総合的
に策定し、これを着実に実施する責
務を有する。

○農業生産関連事業者（※）や農業者
などについても、これらの実現に向
けた行動を求める。

３ 事業再編または事業参入を促進するための措置

○事業再編または事業参入を行おうとする農業生産関連
事業者は、事業再編計画または事業参入計画を作成し、
主務大臣の認定を受けることができる。

○認定を受けた事業者には、以下の支援措置を適用し、事
業再編・参入を後押し。

　（事業者に事業再編・参入を強制するものではない。）

２ 国が講ずべき施策

○「良質かつ低廉な農業資材の供給」
および「農産物流通等の合理化」を
実現するための施策の方向を規定。

〈施策の方向〉

①農業生産関連事業の事業環境の整備
　○規制・規格の見直し
　○良質で低廉な農業資材の開発の 

　促進
　○農産物の消費者への直販の促進
　　など
②事業再編・事業参入の促進
③農業者への情報提供
　○農業資材・農産物の取引条件な 

　どの「見える化」

○ＰＤＣＡとして定期的（5年ごと）に農
業資材や農産物流通などの状況を
調査し、施策の在り方を検討

〈支援措置〉

[税制措置]
①会社設立や不動産取得な

どの登記に係る登録免許
税の軽減

②機械装置、建物等の取得
などに係る割増償却（法
人税、所得税の特例）

③設備廃棄などにより生じ
た欠損金の繰戻還付（法
人税の特例）

[手続特例]
○事業譲渡時の債権者の

みなし同意

[金融措置]
①農林漁業成長産業化支援

機構(Ａ－ＦＩＶＥ)の出資
②日本政策金融公庫の長

期・固定資金の融資
③民間金融機関からの融資

に対する債務保証(中小
企業基盤整備機構)

④海外金融機関からの融資
に対する債務保証(日本
政策金融公庫)

※農業生産関連事業者：
　①農業資材の生産・販売
　②農産物の卸売り・小売り
　③農産物を原材料として使用する製造・加工を行う事業者

ど
の
情
報
を
比
較
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
構
築
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
度
内
に
担
い
手
農
業
者
や
資
材
販
売
事

業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
方
々
と
検
討
を
重
ね

た
結
果
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
が
一

七
年
六
月
末
か
ら
農
業
資
材
比
較
サ
ー
ビ
ス「
Ａ
Ｇ
Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ｕ（
ア
グ
ミ
ル
）」の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た（https://

agm
iru.com

/

）。

　
「
Ａ
Ｇ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
」は
、農
業
者
が
日
頃
利
用
し
て
い
る

資
材
店
以
外
の
調
達
先
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、資
材
販
売
業
者
側
に
と
っ
て
も
新
た
な
販
路
を
開

拓
で
き
る
と
い
う
双
方
向
の
メ
リ
ッ
ト
を
有
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
た
め
、今
後
の
利
用
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
農
業
資
材
行
政
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
、農
業
者
や
産
地
が
い
か
に
資
材
を
効
率
よ

く
低
コ
ス
ト
に
利
用
す
る
か
と
い
う
視
点
で
施
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
・
成
立
し
た
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
農
業
競
争

力
強
化
支
援
法
は
、農
業
資
材
業
界
に
対
し
て
業
界
の
抱

え
る
問
題
点
や
、国
が
運
用
し
て
い
る
制
度
面
で
の
課
題

を
提
示
す
る
と
と
も
に
、メ
ー
カ
ー
の
事
業
再
編
な
ど
の

自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
踏
み

込
め
な
か
っ
た
分
野
に
お
い
て
施
策
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

資
材
メ
ー
カ
ー
の
方
か
ら「
国
が
民
間
の
経
営
判
断
に

ま
で
介
入
す
る
の
か
」「
や
り
す
ぎ
で
は
な
い
の
か
」と
い

う
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、あ
く
ま
で

も
業
界
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
も
の
で

す
。農
業
界
の
み
な
ら
ず
資
材
業
界
に
と
っ
て
も
、農
業

の
競
争
力
強
化
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、生
産
現

場
が
発
展
し
て
い
か
な
け
れ
ば
資
材
業
界
の
発
展
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と

も
に
、資
材
業
界
に
お
い
て
も
経
営
面
な
ど
で
非
効
率
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
な
ど
、こ
の
際
点
検
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
と
し
て
は
、必
要
な
情
報
提
供
や
支
援
を

引
き
続
き
検
討
・
実
施
し
、農
業
や
農
業
生
産
関
連
事
業

の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
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こ
の
調
査
は
食
品
関
係
企
業
の
景
況

動
向
な
ど
を
調
べ
た
も
の
で
、一
九
九
七

年
よ
り
全
国
の
約
七
〇
〇
〇
社
の
企
業

を
対
象
に
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、二
〇
一
六
年
下
半
期（
二
〇

一
七
年
一
月
一
日
時
点
）景
況
動
向
と
共

に
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

　
消
費
者
意
識
が
契
機

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
、原
料
の
受
け
入
れ

か
ら
最
終
製
品
に
な
る
ま
で
の
全
工
程

に
お
い
て
、危
害
要
因
を
あ
ら
か
じ
め
分

析
し
、危
害
の
防
止
に
つ
な
が
る
、特
に

重
要
な
工
程
を
継
続
的
に
監
視
し
、記

録
す
る
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で

す
。そ
の
導
入
を
支
援
す
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
支
援
法
」で
は
二
〇
一
三
年
か
ら
支
援

対
象
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
製
造
業
で
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入

へ
の
取
り
組
み
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

三
三・四
％
の
企
業
が「
導
入
し
て
い
る
」

と
回
答
し
ま
し
た（
図
１
）。

　

ま
た
、「
現
状
導
入
し
て
い
な
い
が
、数

年
内
に
導
入
予
定
で
あ
る
」が
一
七
・

一
％
、「
現
状
導
入
し
て
い
な
い
が
、制
度

化
の
内
容
に
よ
っ
て
は
導
入
を
検
討
す

る
」が
三
二・四
％
で
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ

る
と
、食
品
製
造
業
者
の
八
二
・
九
％
が

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
に
意
欲
的
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

前
回
調
査（
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
時

点
）で
は
、「
導
入
し
て
い
る
」が
三
七
・

五
％
、「
数
年
内
に
導
入
予
定
で
あ
る
」が

七・八
％
、「
将
来
的
に
は
導
入
予
定
で
あ

る
」が
二
七・五
％
で
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ

る
と
七
二
・
八
％
で
し
た（
図
２
）。

　

回
答
の
一
部
項
目
が
異
な
る
た
め
単

純
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、今
回
の
調
査

で
は「
導
入
し
て
い
る
」ま
た
は「
導
入
を

予
定
し
て
い
る
」と
す
る
割
合
が
、前
回

調
査
に
比
べ
て
一
〇
・
一
％
増
加
し
て
お

り
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を「
導
入
し
て
い
る
」ま

た
は「
導
入
を
予
定
し
て
い
る
」と
回
答

し
た
方
に
、実
際
に
導
入（
取
得
）済
み
、

も
し
く
は
今
後
導
入（
取
得
）予
定
で
あ

る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
関
連
の
認
証
の
種
類
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、自
治
体
や
業
界

団
体
に
よ
る
認
証
な
ど
の
国
内
の
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
が
四
八
・
九
％
と
一
番
多
く
、

国
際
的
な
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
と
さ
れ
る

Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２

０
０
０
な
ど
は
二
九
・
四
％
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た（
図
３
）。

　

Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）や
米
国
へ
の
農
林

水
産
物
や
食
品
の
輸
出
な
ど
で
は
、国

際
的
な
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
の
取
得
を
求

め
ら
れ
ま
す
。輸
出
拡
大
を
目
指
す
日

本
の
食
品
産
業
に
と
っ
て
は
、国
際
的
な

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
の
導
入
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、認
証
は
取
得
し
て
い
な
い
も
の

の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
に
基
づ
い
て
工

程
管
理
を
行
う
な
ど
、自
社
で
自
主
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
は
三
三
・
四
％

食品関係企業
ＨＡＣＣＰ導入に8割超が意欲
前回調査（2015年）を
超える高い関心

農林水産物・食品の輸出促進が食品産業の大きな
戦略テーマになっています。そこで、輸出で食品衛生
管理の重要な条件となるＨＡＣＣＰの取り組みやイン
バウンドへの対応などを調査しました。

日本 政 策 金 融 公 庫 ◦ 農 林 水 産 事 業
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情報戦略レポート

●

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
ま
た
は
導
入
予
定

の
契
機
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
異

物
混
入
な
ど
の
食
品
事
故
を
契
機
と
す

る
消
費
者
の
意
識
向
上
」が
四
一
・
八
％
、

「
取
引
先
か
ら
の
要
請
」が
四
〇
・
六
％
、

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
制
度
改
正
」が

三
四
・
四
％
と
続
き
ま
し
た（
図
４
）。

　

政
府
に
よ
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
の

議
論
が
進
む
中
、制
度
化
を
待
た
ず
に
、

消
費
者
意
識
の
向
上
や
輸
出
先
を
含
め

た
取
引
先
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
自

主
的
に
導
入
、ま
た
は
、導
入
を
検
討
し

て
い
る
企
業
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を「
導
入
し
て
い
る
」ま

た
は「
導
入
を
予
定
し
て
い
る
」と
回
答

し
た
方
に
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
導
入
す
る
際

の
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
施

設・設
備
の
整
備（
初
期
投
資
）に
掛
か
る

資
金
」が
五
八
・
三
％
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導

入
ま
で
に
掛
か
る
費
用（
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
認
証
の
手
数
料
な
ど
）」が
四
九
・

二
％
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
後
に
掛
か
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
記
録
管
理
コ
ス
ト
」が

四
四
・
七
％
と
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、コ
ス
ト
の
負
担
が
導

入
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た（
図
５
）。

　
外
国
人
観
光
客
の
増
加

　

二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

―2016年下半期 食品産業動向調査―
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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
今
後
も
外
国
人
観
光
客
は
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、外
国
人
観
光
客
の
増
加
を

食
品
関
係
企
業
は
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、二
五
・
二
％
が

「
売
り
上
げ
拡
大
の
良
い
機
会
で
あ
る
」

と
回
答
し
ま
し
た（
図
６
）。

　

業
種
別
に
見
る
と
、特
に
飲
食
業（
外

食
）が
四
九
・
一
％
と
他
業
種
に
比
べ
突

出
し
て
高
く
な
り
ま
し
た
。外
国
人
観

光
客
の
増
加
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
売
り
上
げ
拡
大
の
良
い
機
会
で
あ

る
」と
回
答
し
た
方
に
外
国
人
観
光
客
を

増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
外
国
人
観
光
客
向
け
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
営
業
の
強
化
」が
三
八
・

〇
％
、「
外
国
人
観
光
客
向
け
製
商
品
・メ

ニ
ュ
ー
（
料
理
）の
開
発・提
供
」が
三
二・

四
％
と
な
り
ま
し
た（
図
７
）。外
国
語
対

応
可
能
な
人
材
確
保
よ
り
も
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
商
品
開
発
な
ど
に
重
点
を

置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
景
況
先
行
き
マ
イ
ナ
ス

　

景
況
Ｄ
Ｉ（
売
上
高
、経
常
利
益
、資

金
繰
り
の
各
Ｄ
Ｉ
の
平
均
で
、景
況
感
を

示
す
景
況
動
向
指
数
）は
、前
回
調
査

（
二
〇
一
六
年
上
半
期
）か
ら
五
・
三
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
〇
・
六
と
な
り
ま
し
た（
図

８
）。景
況
Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス
値
を
維
持
し

図１　ＨＡＣＣＰ導入状況

図５　ＨＡＣＣＰ導入の際の課題※ 図４　ＨＡＣＣＰ導入の契機（複数回答）※

図２　ＨＡＣＣＰ導入状況（２０１５年下半期）

導入している

導入している

現状導入していないが、数年内に導入予定である

現状導入していないが、数年内に導入予定である

現状導入していないが、制度化の内容によっては導入を検討する

現状導入していないが、将来的には導入予定である

現状導入しておらず、今後も導入する予定はない

現状導入しておらず、今後も導入する予定はない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

00

0 10 20 30 40 50 60 70（％） 0 10 20 30 40 50（％）

10 20 30 50 50 60（％） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

27.5 27.237.5 7.8

82.9％

72.8％

33.4 17.117.1 32.4

図３　導入（取得）または導入（取得）予定であるＨＡＣＣＰ関連 
　　　の認証の種類（複数回答）※

自治体によるHACCP認証、
業界団体によるHACCP認証など

自社で自主的に
取り組んでいるもの

国際的なHACCP認証によるもの
（FSSC22000、ISO22000など）

厚生労働省による
総合衛生管理製造過程認証制度

（マル総）
輸出先国が求める

HACCP認証によるもの
（対米HACCP、EU－HACCPなど）

異物混入などの食品事故を契機とする
消費者の意識向上

取引先からの要請

HACCPに関する制度改正
（HACCP制度化など）

工場の新設、改修などの設備投資

業界団体の指導

海外輸出・海外展開

米国やEUなどにおける
HACCP制度化の動き

その他

HACCP導入までに掛かる費用
（コンサルタントや認証の手数料など）

施設・設備の整備
（初期投資）に掛かる資金

HACCP導入後に掛かる
モニタリングや記録管理コスト

HACCP導入手続きの手間

HACCPの管理手順が複雑

従業員に研修・指導を受けさせたいが
適切な機会がないこと

従業員に研修を受けさせる
時間的・金銭的余裕がないこと

HACCPを指導できる人材がいない

導入の効果（取引先の信頼獲得など）
が得られるか不透明

特に問題ない

その他

※HACCPを「導入している」「数年内に導入予定である」「将来的には導入予定である」と回答した企業に調査

48.9

33.4

29.4

13.9

5.8

58.3 41.8

40.6

34.4

23.3

20.1

14.1

10.3

5.3

49.2

44.7

36.4

34.1

25.8

24.8

20.2

15.9

6.6

1.5
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た
も
の
の
悪
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、前
回
調
査
よ
り
売
上
高
Ｄ

Ｉ
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
、資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
が

い
ず
れ
も
低
下
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

先
行
き
一
七
年
上
半
期
の
景
況
Ｄ
Ｉ

に
つ
い
て
は
、一
六
年
下
半
期
に
比
べ
売

上
高
Ｄ
Ｉ
が
上
昇
す
る
も
の
の
、経
常
利

益
と
資
金
繰
り
の
Ｄ
Ｉ
が
低
下
す
る
こ

と
か
ら
、景
況
Ｄ
Ｉ
は
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
、▲
〇
・
二
と
小
幅
な
が
ら
マ
イ

ナ
ス
に
転
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
別
で
は
、一
〇
地
域
の
う
ち
、北

海
道
と
四
国
を
除
く
八
地
域
で
前
回
調

査
か
ら
三
・
九
～
一
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
幅

の
低
下
と
な
り
ま
し
た（
図
９
）。

　

先
行
き
一
七
年
上
半
期
に
つ
い
て
は
、

一
六
年
下
半
期
に
比
べ
、甲
信
越
・
北
陸
、

近
畿
、中
国
、九
州
以
外
の
六
地
域
で
一・

八
～
六
・
〇
ポ
イ
ン
ト
幅
で
低
下
す
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
、四
・
一
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
一
六
・
二
と
な
る
一
方
で
、販
売

数
量
Ｄ
Ｉ
は
一
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

▲
六
・
六
と
な
り
ま
し
た（
図
10
）。製
商

品
価
格
の
上
昇
が
販
売
数
量
の
減
少
に

つ
な
が
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

先
行
き
一
七
年
上
半
期
で
は
販
売
価

格
Ｄ
Ｉ
が
七
・
四
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
八
・

八
、販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
が
一
一
・
二
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
四
・
六
と
、共
に
プ
ラ
ス
値

と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

仕
入
れ
価
格
Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査
よ
り

八
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
四
一
・
三
と
な

り
ま
し
た（
図
11
）。

　

先
行
き
一
七
年
上
半
期
で
は
七
・
五
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
三
三・八
と
価
格
上
昇
は

落
ち
着
く
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査
よ
り
も

六
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
三
四
・
二
と
な

り
ま
し
た
。雇
用
の
不
足
感
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
12
）。先
行

き
一
七
年
上
半
期
で
は
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト

低
下
な
が
ら
三
三
・
九
と
、引
き
続
き
雇

用
の
不
足
感
が
続
く
見
通
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

設
備
投
資
Ｄ
Ｉ（
一
六
年
下
半
期
時
点

で
の
一
七
年
通
年
の
設
備
投
資
額
の
見

通
し
）は
、前
回
調
査
よ
り
も
五・一
ポ
イ

ン
ト
低
下
な
が
ら
プ
ラ
ス
値
を
維
持
し

て
い
ま
す
。設
備
投
資
環
境
の
回
復
感

が
続
い
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た（
図

13
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
情
報
企
画
部　

山
本 

晶
子
）

︻
調
査
要
領
︼

⃝

調
査
時
点
：
二
〇
一
七
年
一
月
一
日

⃝

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
付
し
、

郵
送
で
回
収

⃝

調
査
対
象
：
公
庫
の
お
客
さ
ま
を
含
む
全
国

の
食
品
関
係
企
業（
製
造
業
、卸
売
業
、小
売

業
、飲
食
業
）六
九
七
五
社

⃝

有
効
回
収
数
：
二
四
四
六
社（
回
収
率
三
五
・

一
％
）

　

う
ち
、製
造
業
一
五
七
〇
社
、卸
売
業
六
〇

三
社
、小
売
業
二
一
六
社
、飲
食
業
五
七
社

図６　外国人観光客の増加と売り上げの拡大について

図７　外国人観光客増加に向けた取り組み

売り上げ拡大の良い機会である 売り上げ縮小の懸念がある売り上げには関係しない 関心がない

0 20 40 60 80 100（％）

0 10 20 30 40 50（％）

食品産業計

製造業

卸売業

小売業

飲食業（外食）

外国人観光客向け
マーケティングや営業の強化

外国人観光客向け製商品・
メニュー（料理）の開発・提供

外国人観光客向けパンフレット・
メニュー（表）・パッケージなどの作成

設備増強などによる供給能力の拡充

外国語に対応した
ホームページ・SNSなどの作成

他企業や大学・地域・公的機関など
との連携強化

外国人観光客に対応可能な
人材の確保・育成

国内外の旅行会社との連携強化

外国人観光客向け市場を狙った
新規事業の立ち上げ

販売価格の見直し

その他
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※「売上拡大の良い機会である」と回答した企業に調査
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図８　景況ＤＩ（食品産業、製造業）および日銀短観の推移

（暦年、半期）

日銀短観（全産業・全規模） 日銀短観（製造業・全規模）
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図９　地域別景況ＤＩの推移
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図１０　販売数量ＤＩおよび販売価格ＤＩの推移

（暦年、半期）
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図１１　仕入れ価格ＤＩの推移

（暦年、半期）
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図１２　雇用判断ＤＩと有効求人倍率の推移

（暦年、半期）
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図１３　設備投資ＤＩの推移
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ケ
ー
キ
が
焼
け
る
な
ら
、と

義
父
に
す
す
め
ら
れ

山
の
パ
ン
屋
さ
ん
が
誕
生
し
た

パ
ン
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、

喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
最
高
で
す

中
山
間
地
の
パ
ン
屋
は
、粉
は
小
麦
で
な
く
米
粉
を

使
い
、具
材
に
自
家
牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
て
、牧

場
と
の
関
わ
り
も
伝
え
る
。米
粉
は
地
元
稲
作
営
農

組
合
を
活
用
し
て
地
域
農
業
の
六
次
産
業
化
を
形
成

す
る
。地
域
が
支
え
て
い
る
強
い
農
業
が
あ
る
。

伊
藤 

恵
美

カ
ウ
ベ
ル
ミ
ル
ク
ガ
ー
デ
ン
牧
場
株
式
会
社 

取
締
役

牧
場
の
パ
ン
屋
さ
ん
カ
ウ
ベ
ル 

店
長

島
根
県
出
雲
市

さ
ん
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結
婚
と
同
時
に
パ
ン
職
人
に

　

出
雲
市
内
か
ら
車
で
約
三
〇
分
。山
間
の
道
を
進

ん
で
い
く
と
佐
田
町
に
あ
る「
牧
場
の
パ
ン
屋
さ
ん

カ
ウ
ベ
ル
」に
着
く
。夏
に
は
蛍
が
飛
び
交
う
小
川

が
近
く
を
流
れ
る
自
然
豊
か
な
場
所
だ
。民
家
は
決

し
て
多
く
な
い
。失
礼
な
が
ら「
こ
こ
で
パ
ン
屋
が

成
り
立
つ
か
な
」と
思
っ
た
。だ
が
、平
日
で
も
途
切

れ
る
こ
と
の
な
い
お
客
さ
ん
た
ち
を
見
る
と
杞
憂

と
分
か
っ
た
。平
日
で
三
〇
～
四
〇
人
、休
日
に
は

一
〇
〇
～
二
〇
〇
人
が
訪
れ
る
と
い
う
。パ
ン
を
買

う
だ
け
で
な
く
、き
れ
い
に
植
栽
さ
れ
た
店
舗
周
辺

を
散
歩
し
、さ
ら
に
約
六
〇
㍍
離
れ
た
牧
場
に
足
を

向
け
る
人
も
い
る
。

　

カ
ウ
ベ
ル
を
開
店
し
て
す
で
に
一
一
年
目
。こ
の

年
月
の
長
さ
こ
そ
が
お
客
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
き
た

証
拠
。開
店
以
来
、ず
っ
と
パ
ン
を
焼
き
、店
を
切
り

盛
り
し
て
い
る
の
が
伊
藤
恵
美
さ
ん（
三
六
歳
）だ
。

　

カ
ウ
ベ
ル
は
、約
一
五
〇
頭
の
乳
牛
を
育
て
る
カ

ウ
ベ
ル
ミ
ル
ク
ガ
ー
デ
ン
牧
場
株
式
会
社
が
二
〇

〇
六
年
に
開
い
た
。代
表
取
締
役
社
長
で
義
父
の
伊

藤
篤
男
さ
ん（
六
七
歳
）を「
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い

と
い
う
想
い
が
も
の
す
ご
く
強
い
人
」と
恵
美
さ
ん

は
語
る
。

　

篤
男
さ
ん
は
カ
ウ
ベ
ル
開
店
前
か
ら
仲
間
と
一

緒
に
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
、タ
マ
ネ
ギ
を

共
同
で
生
産
し
、産
直
市
に
出
す
な
ど
ま
ち
お
こ
し

に
力
を
入
れ
て
き
た
。同
じ
酪
農
家
仲
間
に「
加
工

を
し
よ
う
」と
持
ち
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。だ
が

「
こ
ん
な
田
舎
で
商
売
は
難
し
い
」と
話
は
前
に
進

ま
な
か
っ
た
。

　

転
機
は
、篤
男
さ
ん
の
長
男
で
後
継
者
の
学
さ
ん

（
三
九
歳
）と
恵
美
さ
ん
が
結
婚
を
決
め
た
時
。恵
美

さ
ん
は
ケ
ー
キ
職
人
と
し
て
松
江
市
内
の
ケ
ー
キ

店
で
腕
を
磨
い
て
い
た
。「
ケ
ー
キ
が
焼
け
る
な
ら

パ
ン
も
焼
け
る
、と
義
父
は
思
っ
た
の
か
も（
笑
）」

　

パ
ン
な
ら
ば
生
地
や
具
材
に
牛
乳
を
使
え
、牧
場

と
の
関
わ
り
を
伝
え
ら
れ
る
。粉
は
小
麦
で
は
な
く

米
粉
を
使
う
こ
と
に
し
た
。「
当
時
は
空
前
の
米
粉

ブ
ー
ム
。近
く
の
営
農
組
合
が
作
っ
た
米
を
使
っ
て
、

地
域
に
根
差
し
た
商
品
に
し
ま
し
た
」と
学
さ
ん
は

話
す
。生
乳
は
農
協
経
由
で
出
荷
し
て
い
る
が
、佐

田
町
内
の
七
軒
の
酪
農
家
の
牛
乳
だ
け
を
タ
ン
ク

に
詰
め
、生
協
な
ど
に
供
給
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
牛
乳
の
一
部
を
パ
ン
に
も
使
う
こ
と
に
し
た
。

　

新
婚
生
活
の
余
韻
に
浸
る
間
も
な
く
、恵
美
さ
ん

は
パ
ン
屋
で
一
年
間
修
業
し
技
術
を
習
得
。さ
ら
に
、

そ
の
間
も
学
さ
ん
と
と
も
に
、ア
グ
リ
起
業
家
セ
ミ

ナ
ー
で
経
営
を
学
び
、米
粉
パ
ン
の
専
門
家
に
個
人

指
導
を
仰
い
だ
。

　

篤
男
さ
ん
の
積
年
の
夢
を
託
さ
れ
る
形
と
な
っ

た
恵
美
さ
ん
だ
が
、「
私
自
身
、も
の
づ
く
り
が
好
き
。

作
っ
た
も
の
を
食
べ
て
く
れ
る
人
が
い
て
、喜
ん
で

く
れ
れ
ば
最
高
」と
屈
託
な
く
思
っ
て
い
た
。そ
う

す
る
う
ち
に
、周
囲
の
自
然
と
う
ま
く
調
和
す
る
木

調
の
建
物
が
出
来
上
が
っ
た
。最
初
は「
も
っ
と
こ
ぢ

ん
ま
り
し
た
建
物
だ
と
思
っ
て
い
た
」恵
美
さ
ん
だ

が
、話
し
合
う
う
ち
に
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
立
派

な
建
物
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
パ
ン
は
生
き
物
。い
い
顔
を
し
て
る

　

開
店
す
る
と
、驚
く
ほ
ど
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪

P19：知人の紹介で知り合った恵美さんと学さん。息がピッタリの夫
婦だ　P20：カウベルでの一番人気の商品である食パンに牛の焼き
印を押す。パンに膨らみを持たせるため、米粉80％にグルテン20％
を混ぜる（右上）　メルヘンの世界に迷い込んだようにきれいに手入
れされた敷地内（右下右）　店内には喫茶コーナーも（右下左）　平日
は20～30種類、休日には40～50種類のパンを焼く（左）
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れ
た
。二
人
の
従
業
員
を
雇
い
、

早
朝
か
ら
生
地
を
作
り
、必
死

に
焼
い
て
も
売
り
場
か
ら
す
ぐ

に
な
く
な
る
。「
佐
田
町
で
は
唯

一
の
パ
ン
屋
で
し
た
。米
粉
パ
ン

の
珍
し
さ
も
あ
っ
て
お
客
さ
ん

が
来
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
」。

牧
場
管
理
が
メ
イ
ン
の
学
さ
ん

は
午
前
五
時
起
床
。恵
美
さ
ん

は
そ
れ
よ
り
早
い
三
時
起
床
。

生
地
を
仕
込
み
、パ
ン
を
焼
き
、

さ
ら
に
翌
日
の
仕
込
み
の
た
め

と
夕
方
ま
で
工
房
に
入
り
っ
ぱ

な
し
。夜
は
小
学
校
に
通
う
二

人
の
息
子
の
面
倒
も
見
る
と
い

う
忙
し
い
日
々
だ
。

　

そ
れ
で
も
パ
ン
の
話
に
な
る

と
恵
美
さ
ん
の
目
は
一
段
と
輝

き
を
増
す
。「
パ
ン
は
生
き
物
。い

い
顔
を
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」

　

そ
の
日
の
気
温
や
湿
度
に
よ

り
、生
地
の
膨
ら
み
か
た
も
パ
ン

の
焼
き
上
が
り
も
変
わ
る
。年

ご
と
の
米
の
出
来
具
合
で
パ
ン

の
味
わ
い
も
変
わ
る
と
か
。こ
れ

こ
そ
小
麦
と
違
う
米
粉
パ
ン
の

面
白
さ
だ
と
い
う
。毎
日
パ
ン
と

向
き
合
い
な
が
ら
恵
美
さ
ん
は

「
今
日
は
こ
ん
な
表
情
を
し
て

く
れ
る
ん
だ
ね
」と
語
り
か
け

る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
真
心
は
お
客
さ
ん
に
届
い
て
い
る
。カ
ウ
ベ

ル
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
の
は「
米

の
う
ま
味
が
あ
る
」「
風
味
が
あ
る
」と
い
う
言
葉
。

そ
の
味
を
出
す
た
め
に
恵
美
さ
ん
が
こ
だ
わ
る
の

は
粉
の
配
合
だ
。あ
え
て
二
カ
所
の
製
粉
所
に
委
託

す
る
。異
な
る
米
粉
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
風
味

や
う
ま
味
が
い
っ
そ
う
増
す
と
い
う
。

　

カ
ウ
ベ
ル
に
は
篤
男
さ
ん
と
義
母
の
幸
枝
さ
ん

（
六
七
歳
）が
手
入
れ
し
て
い
る
庭
や
牧
場
へ
と
続

く
散
歩
道
な
ど
自
然
豊
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
に
来
る
人
も
多
い
。ま
た
、牧
場
は
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
と
し
て
認
証
を
受
け
て
お
り
、年
間
一
〇

〇
〇
人
以
上
を
受
け
入
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、土
日

に
ピ
ザ
作
り
体
験
や
バ
タ
ー
作
り
体
験
と
い
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
お
り
、こ
れ
ら
に
参
加
し

た
人
た
ち
が
カ
ウ
ベ
ル
に
寄
っ
て
く
れ
る
。バ
タ
ー

作
り
体
験
に
参
加
す
る
と
、カ
ウ
ベ
ル
の
工
房
で
焼

き
上
が
っ
た
ば
か
り
の
食
パ
ン
に
、作
り
た
て
の
バ

タ
ー
を
乗
せ
て
食
べ
ら
れ
る
と
か
。

　

こ
の
食
パ
ン
こ
そ
、カ
ウ
ベ
ル
の
看
板
商
品
だ
。

生
地
は
水
を
使
わ
ず
牛
乳
で
こ
ね
る
。ほ
の
か
な
ミ

ル
ク
の
香
り
が
食
欲
を
誘
う
。「
牛
乳
は
米
と
の
相

性
が
良
く
て
、や
わ
ら
か
く
仕
上
が
り
ま
す
」と
恵

美
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
む
。毎
日
焼
く
パ
ン
は
多
く
を
店

舗
で
売
る
が
、市
内
の
商
店
や
保
育
所
で
も
喜
ば
れ

て
い
る
。

　

実
は
、カ
ウ
ベ
ル
開
店
の
年
に
恵
美
さ
ん
は
長
男

を
出
産
し
た
。当
時
、熟
睡
で
き
る
日
は
少
な
か
っ

た
は
ず
。そ
れ
で
も「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん（
義
祖
母
の
孝

子
さ
ん
）が
面
倒
を
見
て
く
れ
ま
し
た
。家
族
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
で
き
た
こ
と
」と
あ
く
ま
で
も
謙

虚
で
頭
が
下
が
る
。

　
夢
は
息
子
た
ち
と
の
牧
場
経
営

　

町
内
に
複
数
の
パ
ン
屋
が
誕
生
し
、競
合
す
る
場

面
も
出
て
き
た
。「
今
ま
で
以
上
に
経
営
を
意
識
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
恵
美
さ
ん

は
口
元
を
引
き
締
め
る
。

　

恵
美
さ
ん
と
学
さ
ん
は
今
、パ
ン
に
続
く
第
二
の

柱
と
な
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
加
工
・
販
売
を
構
想

中
だ
。米
粉
パ
ン
は
日
持
ち
が
し
な
い
上
に
、小
麦

パ
ン
以
上
に
硬
く
な
り
や
す
い
。「
賞
味
期
限
が
長

く
、遠
方
に
発
送
で
き
る
と
い
う
点
で
も
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
い
い
」と
学
さ
ん
。素
敵
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
か
し
、お
客
さ
ん
を
近
く
に
感
じ
ら
れ
る
農
業
、

面
白
み
の
あ
る
酪
農
経
営
を
続
け
て
い
く
つ
も
り

だ
と
い
う
。そ
の
先
の
夢
は
、二
人
の
息
子
と
牧
場

経
営
を
す
る
こ
と
。幸
い
、長
男
の
汰た

一い
ち

君（
一
一
歳
）

は「
牧
場
を
や
る
」と
、次
男
の
咲さ

く

翔と

君（
六
歳
）は

「
パ
ン
屋
さ
ん
に
な
る
」と
頼
も
し
い
限
り
だ
。

　

七
軒
あ
る
地
元
の
酪
農
家
の
う
ち
、後
継
者
が

い
る
の
は
カ
ウ
ベ
ル
ミ
ル
ク
ガ
ー
デ
ン
牧
場
と
も

う
一
軒
の
み
。中
山
間
地
の
厳
し
い
現
実
は
若
い
二

人
の
肩
に
の
し
か
か
っ
て
い
る
。そ
れ
で
も
恵
美
さ

ん
は「
飽
き
る
こ
と
が
な
い
」と
い
う
パ
ン
作
り
を

続
け
、学
さ
ん
は
牛
の
管
理
を
し
な
が
ら
可
能
な
限

り
体
験
者
を
受
け
入
れ
て
い
く
と
い
う
。

　
「
牧
場
体
験
に
参
加
し
た
子
ど
も
の
中
に
、一
人

で
も
二
人
で
も『
牛
を
飼
い
た
い
』と
い
う
子
が
出

て
く
れ
ば
い
い
な
あ
」。そ
ん
な
学
さ
ん
を「
そ
う
そ

う
」と
見
つ
め
る
恵
美
さ
ん
が
い
た
。　
　
　
　

（
青
山 

浩
子
／
文　

河
野 

千
年
／
撮
影
）

カウベルミルクガーデン牧場株式会社 URL…http://itobokujyou-cowbell.jp/
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母のミートローフ
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「
料
理
は
食
べ
る
の
が
専
門
よ
。作
る
の
は
好
き
で
は
な
い
わ
」と
笑
う
母
に
、私

は
初
め
て
聞
い
た
か
の
よ
う
に
相
づ
ち
を
打
ち
ま
す
。

　

母
は
六
八
歳
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
五
年
が
た
ち
、

昨
年
一
二
月
に
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
ま
し
た
。

　

実
家
を
片
付
け
始
め
た
ら
、新
聞
紙
で
丁
寧
に
包
ま
れ
た
大
き
な
ガ
ラ
ス
瓶
、

ほ
う
ろ
う
の
丸
型
ポ
ッ
ト
、漬
物
石
が
出
て
き
た
の
で
す
。横
浜
の
３
Ｄ
Ｋ
の
団
地

で
梅
干
し
、ら
っ
き
ょ
う
漬
け
、新
し
ょ
う
が
の
甘
酢
漬
け
な
ど
を
作
っ
て
い
た
母

の
姿
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

春
は
フ
キ
の
含
め
煮
、秋
は
栗
ご
は
ん
、雪
が
降
れ
ば
決
ま
っ
て
お
し
る
こ
、正

月
は
お
せ
ち
料
理
と
、母
の
料
理
に
は
四
季
の
彩
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
昼
ご
は
ん
は
そ
う
め
ん
。母
は
額
に
汗
を
噴
き
出
さ
せ
な
が
ら
、ナ
ス

を
焼
い
て
皮
を
む
き
、そ
う
め
ん
は
指
に
巻
き
つ
け
丸
く
し
て
か
ら
、ざ
る
に
き
れ

い
に
並
べ
て
く
れ
ま
し
た
。麺
つ
ゆ
も
自
家
製
で
す
。

　

電
気
オ
ー
ブ
ン
で
ロ
ー
ル
パ
ン
を
焼
い
た
り
、焼
き
豚
や
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
、ク
リ

ス
マ
ス
の
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
も
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
は
母
の
定
番
の
作
り
置
き
料
理
で
、妹
と
私
の
大
好
物

で
し
た
。ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
を
焼
い
て
い
る
時
の
部
屋
中
い
っ
ぱ
い
に
な
る
匂
い
も
、

し
っ
と
り
と
し
た
食
感
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

七
〇
〜
八
〇
年
代
は
公
害
が
問
題
に
な
っ
て
い
て
、母
は
消
費
者
運
動
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
が
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、食
べ
物
や
せ
っ
け
ん
に
は
気

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
た
め
に
い
い
も
の
を
」と
い
う
強
い
想
い
が
、母

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

今
、母
が
健
康
な
ら
こ
う
言
う
で
し
ょ
う
。

　
「
料
理
が
好
き
だ
な
ん
て
、悠
長
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
余
裕
は
な
か
っ
た
わ
よ
。

お
父
さ
ん
の
給
料
を
や
り
く
り
し
て
、必
死
に
子
育
て
を
し
て
き
た
ん
だ
も
の
」と
。

　

先
日
、妹
が「
お
母
さ
ん
の
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
を
再
現
し
て
、娘
に
食
べ
さ
せ
て
あ

げ
た
い
」と
言
い
ま
し
た
。母
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
、そ
の
味
は
私
た
ち
の
記
憶

に
、食
卓
の
情
景
と
共
に
鮮
や
か
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
も
母
の
味
を
思
い
出
せ
る
う
ち
に
、い
ろ
い
ろ
作
っ
て
み
な
く
っ
ち
ゃ
。

　

実
家
で
見
つ
け
た
漬
物
容
器
は
、来
月
、わ
が
家
に
運
び
入
れ
ま
す
。　
　

  

フォーラムエッセイ
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有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
差
別
化

　

大
葉
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ（
日
本
農
林
規

格
）認
定
の
土
耕
施
設
栽
培
を
行
い
、さ

ら
に
カ
ッ
ト
野
菜
の
製
造
と
、そ
の
技
術

を
活
か
し
た
大
葉
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
、

他
産
地
や
他
社
に
な
い
商
品
の
開
発
と

い
う
差
別
化
戦
略
を
特
徴
に
存
在
感
を

見
せ
て
い
る
。代
表
取
締
役
の
出で

来き

満み
つ

則の
り

さ
ん（
六
二
歳
）は
、有
機
J
A
S
へ
の

取
り
組
み
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
大
葉
の
主
産
県
と
し
て
知
名
度
の

あ
る
愛
知
、茨
城
、静
岡
、大
分
な
ど
大

産
地
と
価
格
競
争
を
し
て
も
勝
ち
目
は

あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
作
付
面
積
は
全

国
的
に
減
少
し
て
お
り
大
産
地
に
集
約

さ
れ
る
傾
向
で
す
。私
た
ち
は
消
費
者

に
安
全・安
心
な
大
葉
を
提
供
し
た
い
と

い
う
考
え
か
ら
化
学
肥
料
を
使
用
せ
ず

有
機
質
肥
料
を
投
入
し
て
い
ま
し
た
。そ

こ
で
、安
全
・
安
心
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
差
別
化
を
図
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

さ
ら
に
は
、よ
り
付
加
価
値
が
付
く
と

見
込
み
ま
し
た
」

　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定
取
得
を
目
指
し
、

二
〇
〇
五
年
よ
り
三
年
間
、化
学
農
薬
を

使
わ
ず
栽
培
を
行
っ
た
。そ
し
て
、〇
八

年
、大
葉
の
全
土
耕
栽
培
施
設（
約
八
〇

㌃
）で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定
を
受
け
た
。

　

売
り
上
げ
へ
の
効
果
に
つ
い
て
出
来

さ
ん
は
、有
機
栽
培
の
技
術
・
仕
様
で
栽

培
で
き
る
こ
と
か
ら
大
葉
は
も
と
よ
り

大
葉
以
外
の
作
物
で
も
信
頼
度
が
増
し
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
引
き
合
い
が
多
く

な
っ
た
と
話
す
。

　

さ
ら
に「
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
大
葉
と

い
え
ど
も
価
格
が
高
く
て
は
買
っ
て
も

ら
え
ず
、売
価
ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
す
」と
苦
笑
い
す
る
一
方

で「
有
機
栽
培
の
効
果
は
一
、二
年
で
は

分
か
ら
な
い
が
、土
が
荒
れ
な
い
分
作
物

は
病
気
に
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。防
除

対
策
と
し
て
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
侵
入
防

止
の
た
め
に
ハ
ウ
ス
内
を
ネ
ッ
ト
で

囲
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
す
」と
生
産
面
で

の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。有
機
質
肥
料

は
葉
色
の
変
化
や
生
長
を
見
な
が
ら
作

物
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、決
し
て
入
れ
過

ぎ
な
い
よ
う
少
な
め
に
投
入
し
て
い
る
。

し
か
し
、単
収
は
取
り
組
み
前
と
変
わ

ら
な
い
と
い
う
。

　
規
格
外
品
を
有
効
利
用

　

出
来
商
店
が
出
荷
す
る
際
の
大
葉
の

規
格
は
、五・五
～
八・五
㌢
メ
ー
ト
ル
ま

で
一
㌢
メ
ー
ト
ル
刻
み
の
四
種
類
だ
。育

ち
過
ぎ
た
も
の
は
全
て
規
格
外
品
と

な
っ
て
し
ま
う
。そ
こ
で
、そ
れ
ら
の
有

効
利
用
の
た
め
、二
〇
一
三
年
、有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
を
取
得
し
た
大
葉
の
規
格
外
品
を

使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ「
大
葉
農
家
さ
ん

が
つ
く
っ
た 

大
葉
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ

大葉を使ったキムチの商品開発にも取り組んでいる出来満則さん

経営紹介

広島県東広島市

代表取締役社長　出来 満則
　　創業●1984年
　資本金●500万円
事業内容●大葉、ネギ、大根の生産、カット野菜の製造、
　　　　　大葉を使った商品の企画販売など
　社員数●70人（うち生産は6人）
　　URL●http://www.deki.co.jp/

株式会社 出来商店

他にはない加工商品を世に出す
安全性アピールに有機JAS認定
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経営紹介

シ
ン
グ
」を
開
発
、販
売
を
開
始
す
る
。

「
世
の
中
に
な
い
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
目
指

し
ま
し
た
」と
出
来
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ

る
。

　

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、目
に
見
え
る
形
で

生
の
大
葉
が
多
く
入
っ
て
い
る
。収
穫
し

た
て
の
鮮
度
の
良
い
大
葉
を
細
か
く

カ
ッ
ト
し
酢
漬
け
に
し
た
も
の
だ
。そ
れ

を
、地
元
の
老
舗
し
ょ
う
ゆ
メ
ー
カ
ー
の

川
中
醤
油
に
卸
し
製
造
を
委
託
し
て
い

る
。大
葉
三
〇
枚
以
上
が
入
る
二
〇
〇
㍉

リ
ッ
ト
ル
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
四
〇
八

円（
税
込
み
）と
求
め
や
す
い
価
格
だ
。

　

生
産
農
家
だ
か
ら
こ
そ
大
葉
を
大
量

に
使
え
る
。か
つ
、カ
ッ
ト
の
加
工
技
術

を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
た
商
品

だ
ろ
う
。子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
味
を
目

指
し
て
お
り
、サ
ラ
ダ
以
外
に
も
揚
げ

物
や
冷
や
や
っ
こ
な
ど
幅
広
く
使
っ
て

も
ら
う
よ
う
提
案
し
て
い
る
。ま
た
、三

年
連
続
で
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
金
賞

を
受
賞
し
品
質
も
維
持
で
き
て
い
る
。

　

そ
の
後
、「
大
葉
農
家
さ
ん
が
つ
く
っ

た
」シ
リ
ー
ズ
と
し
て
大
葉
み
そ
、大
葉

塩
だ
れ
を
商
品
化
し
た
。商
品
は
い
ず
れ

も
大
葉
の
取
引
先
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
取

り
扱
っ
て
も
ら
え
、売
れ
行
き
は
好
調
で
、

原
料
の
生
産
が
追
い
付
か
な
い
た
め
昨

年
度
、加
工
用
大
葉
を
増
産
し
規
模
を

拡
大
す
る
た
め
の
ハ
ウ
ス
を
新
設
し
た
。

　
バ
イ
ヤ
ー
の
一
言
が
刺
激

　

出
来
商
店
の
創
業
は
一
九
八
四
年
で
、

広
島
県
最
南
端
、瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ

倉
橋
島
の
安
芸
郡
倉
橋
町（
現
呉
市
倉

橋
町
）で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。大
根
と

ネ
ギ
を
栽
培
し
、そ
れ
ら
を
当
時
と
し
て

は
珍
し
か
っ
た
自
社
で
の
加
工
を
施
し
、

刺
し
身
の
つ
ま
で
あ
る
大
根
の
け
ん
と

刻
み
ネ
ギ
に
カ
ッ
ト
し
て
量
販
店
鮮
魚

部
門
に
卸
し
た
、と
い
う
。

　
「
三
四
年
前
に
カ
ッ
ト
野
菜
と
言
え
ば

み
ん
な
か
ら
何
を
考
え
て
い
る
ん
だ
、そ

ん
な
ん
で
生
活
で
き
る
の
か
と
か
ら
か

わ
れ
ま
し
た
が
、量
販
店
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
で
売
れ
る
と
の
感

じ
は
あ
り
ま
し
た
。今
で
は
カ
ッ
ト
野
菜

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
需
品
に
な
っ

て
い
ま
す
」と
言
う
。出
来
さ
ん
に
先
見

の
明
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

大
葉
栽
培
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た「
一

言
」と
い
う
の
は
量
販
店
鮮
魚
部
門
関

係
者
が
言
っ
た「
刺
し
身
の
つ
ま
に
は
大

根
の
け
ん
だ
け
で
な
く
大
葉
も
あ
る
」と

い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

出
来
さ
ん
は
、全
国
の
大
葉
生
産
地

に
出
掛
け
て
い
っ
て
教
え
を
請
い
、試
行

錯
誤
の
末
、四
年
目
か
ら
よ
う
や
く
周

年
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

量
販
店
の
青
果
部
門
で
も
少
し
ず
つ
だ

が
取
り
扱
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
順
風
満
帆
だ
っ
た
出
来

さ
ん
だ
が
、こ
の
後
続
け
て
二
つ
の
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、一
九
九
一
年
の
台
風
一
九
号
だ
。

同
県
の
厳
島
神
社
の
能
舞
台
も
倒
壊
し

た
ほ
ど
の
暴
風
が
吹
き
荒
れ
、島
に
あ
る

出
来
商
店
で
は
全
て
の
ハ
ウ
ス
が
倒
壊

し
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
九
四
年
に
は
大
干
ば
つ
で
倉

橋
町
は
長
期
間
に
わ
た
る
断
水
と
給
水

制
限
を
強
い
ら
れ
、特
に
乾
燥
に
弱
い
大

葉
は
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
。

　
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ

　

出
来
さ
ん
は
倉
橋
町
か
ら
独
自
に
考

え
た
三
つ
の
条
件
に
合
致
し
た
現
在
の

東
広
島
市
黒
瀬
町
へ
移
転
を
す
る
。

　

条
件
の
第
一
は
水
資
源
が
豊
富
で
あ

る
こ
と
。移
転
予
定
地
が
あ
る
東
広
島

市
は
酒
蔵
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
水
量

豊
か
な
土
地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ハ
ウ
ス
施
設
に
は
地
下
水
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
は
出
来
さ
ん
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
基

礎
と
言
う「
物
流
」、ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ

と
だ
。大
葉
や
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど
生
鮮
物

を
扱
っ
て
い
る
た
め
、商
品
は
新
鮮
な
う

ち
に
迅
速
に
取
引
先
や
消
費
者
に
届
け

た
い
。移
転
予
定
地
は
広
島
空
港
、新
幹

線
東
広
島
駅
、高
規
格
幹
線
道
路
ま
で
、

車
で
五
～
三
〇
分
の
距
離
に
あ
る
。し
か

も
こ
れ
ま
で
運
送
を
委
託
し
て
い
る
物

流
会
社
の
事
業
所
が
隣
接
し
て
い
る
。

　

第
三
は
規
模
拡
大
が
可
能
と
な
る
要

素
が
あ
る
こ
と
。幸
い
に
も
地
元
雇
用
を

期
待
し
た
地
権
者
ら
は「
協
力
し
ま

し
ょ
う
」と
好
意
的
に
受
け
入
れ
て
く

れ
、当
初
想
定
し
た
三
〇
〇
〇
坪
を
大

幅
に
上
回
る
二
万
坪
の
土
地
を
確
保
で

き
た
。生
産
拠
点
の
移
転
は
こ
の
よ
う
に

決
ま
っ
た
。

　

出
来
さ
ん
は
、農
産
物
の
安
全
性
を

高
め
、農
業
経
営
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

た
め
に
は
農
場
全
体
の
適
切
な
管
理
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
従
業
員

が
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員
の
資
格
を
取
得
す

る
取
り
組
み
を
始
め
、こ
れ
ま
で
に
四
人

が
指
導
員
と
な
っ
て
他
の
作
業
員
を
指

導
し
つ
つ
農
場
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
来
年
度
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を

目
指
し
た
新
た
な
カ
ッ
ト
野
菜
工
場
と

新
商
品
の
製
造
ラ
イ
ン
を
建
設
予
定
で

あ
る
。「
今
後
は
、Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、自
社
で
栽

培
・
加
工
・
製
造
ま
で
一
貫
生
産
し
た
商

品
を
追
跡
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。自
社
製
品
の
安
全
性
・
信
頼

性
・
新
鮮
さ
を
確
保
し
、お
客
さ
ま
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
を
作
り
た
い
」と

出
来
さ
ん
は
新
た
な
構
想
を
語
る
。  

（
情
報
企
画
部　

東 

光
俊
）
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る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
が
十
分
合
理
的
だ
と
思
う
。何
よ

り
春
か
ら
秋
ま
で
の
農
業
従
事
者
の
労
働
時
間
の
短
縮
は
、酪

農
の
持
つ
重
労
働
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
る
効
果
を

持
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
。

　
日
本
の
酪
農
は
他
の
農
業
と
同
様
、「
後
継
者
の
育
成
難
」と

い
う
非
常
に
厄
介
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、北
海
道
で
も
毎

年
約
二
〇
〇
戸
前
後
の
酪
農
家
が
離
農
し
て
い
る
の
に
対
し
、

新
規
就
農
者
は
二
〇
戸
前
後
し
か
い
な
い
。そ
の
大
き
な
原
因

の
一
つ
が
圧
倒
的
な
労
働
時
間
の
長
さ
で
あ
る
。一
四
年
の
調

査
で
は
、自
営
酪
農
者
の
平
均
労
働
時
間
は
、男
性
で
年
間
五

四
九
四
時
間
と
い
う
過
酷
な
数
字
で
、稲
作
の
三
倍
、畑
作
の

二
倍
で
あ
る
。こ
の
現
実
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、若
い
後

継
者
を
呼
び
込
む
の
は
極
め
て
難
し
い
。

　

乳
牛
が
牧
場
で
の
ん
び
り
牧
草
を
食
ん
で
い
る
、と
い
う
の

が
一
般
的
な
酪
農
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、日
本
の
酪
農
現
場
は
ほ

ぼ
全
て
の
乳
牛
が
牛
舎
に
一
生
つ
な
が
れ
、輸
入
穀
物
か
ら
作

ら
れ
た
濃
厚
飼
料
を
与
え
ら
れ
て
搾
乳
さ
れ
て
い
る
。な
ぜ
な

ら
日
本
の
気
候
に
合
致
し
、牛
乳
生
産
を
高
め
る
の
に
有
効

フ
ォ
ン
テ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
は
、二
〇
一
四
年
か
ら
北
海
道
で

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
北
海
道
酪
農
協
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
続
け
て
い
る
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド（
以
下
、Ｎ
Ｚ
）型
の「
放
牧
酪
農
」を
北
海
道
で
応
用
す
る

こ
と
で
、飼
料
コ
ス
ト
の
削
減
、労
働
時
間
の
短
縮
、乳
牛
の
疾

病
率
低
下
な
ど
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
検
証
す
る
た
め
の

研
究
を
し
て
い
る
。ま
だ
五
戸
の
農
家
で
の
実
験
的
調
査
の
途

中
だ
が
、す
で
に
一
部
の
農
家
で
は
、年
間
の
飼
料
代
が
約
四

割
も
削
減
で
き
た
一
方
で
、乳
量
が
増
え
た
た
め
年
間
の
利
益

が
四
〇
〇
万
円
も
増
え
た
例
も
出
て
き
て
お
り
、Ｎ
Ｚ
型
放
牧

酪
農
の
持
つ
将
来
性
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
初
は
北
海
道
で
Ｎ
Ｚ
型
の
放
牧
を
適
用
す
る
こ
と
自
体

が
到
底
不
可
能
だ
ろ
う
と
の
指
摘
を
多
く
受
け
た
。確
か
に
常

春
の
Ｎ
Ｚ
と
厳
冬
の
北
海
道
で
は
気
候
に
大
き
な
差
が
あ
り
、

Ｎ
Ｚ
型
放
牧
酪
農
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
こ
と
は
現
実
的

で
は
な
い
と
み
ら
れ
た
が
、私
は
牧
草
の
利
用
が
可
能
な
春
か

ら
初
秋
に
か
け
て
は
最
大
限
に
自
然
の
恵
み（
牧
草
）を
活
か

し
、冬
季
は
刈
り
入
れ
た
サ
イ
レ
ー
ジ（
干
し
草
）を
牛
に
与
え

●
さ
い
と
う 

や
す
ひ
ろ
●

一
九
五
四
年
長
野
県
生
ま
れ
。七
七
年
上
智
大
学

外
国
語
学
部
英
語
学
科
卒
業
。同
年
三
菱
商
事

株
式
会
社
に
入
社
し
、八
九
年
英
国
三
菱
商
事

（
ロ
ン
ド
ン
）食
料
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、九
四
年
帰

国
し
本
店
糖
質
部
、二
〇
〇
一
年
原
糖
部
長（
ユ

ニ
ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、〇
五
年
フ
ォ
ン
テ
ラ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
営
業
本
部
長
、〇
八
年

フ
ォ
ン
テ
ラ
ブ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
営
業
本
部
長

を
兼
任
、一
二
年
よ
り
現
職
並
び
にRegional 

D
irector,N

orth A
sia,Fonterra C

o-
operative Lim

ited

を
兼
務
。

フ
ォ
ン
テ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

（
六
三
歳
）

斎
藤 

康
博
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だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、大
前
提
と
し
て
、「
農
業
従
事
者
が
足
り
て
い

る
限
り
は
」と
い
う
こ
と
が
あ
る
。そ
の
最
も
重
要
な

前
提
が
崩
れ
か
け
て
い
る
現
在
、こ
の
よ
う
な
労
働
集
約
型
の

旧
方
式
を
日
本
中
で
続
け
て
い
て
よ
い
の
か
？ 

と
い
う
の
が

私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、こ
の
よ
う
な
農
家
数
の
減
少
に
対
す
る
対
照
的
な
対

策
と
し
て
、国
、地
方
を
挙
げ
て
大
々
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

が
大
規
模
農
家
、い
わ
ゆ
る「
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
」の
育
成
で
あ
る
。

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
武
器
に
し
た
圧

倒
的
な
効
率
性
を
活
か
し
、高
度
の
生
産
性
を
実
現
す
る
こ
と

で
農
家
数
の
減
少
を
も
解
決
す
る
、素
晴
ら
し
い
政
策
で
あ
る
。

　

し
か
し
、問
題
は
こ
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
に
も
リ
ス
ク
フ
ァ
ク

タ
ー
が
明
ら
か
に
存
在
す
る
。一
つ
に
は
、規
模
拡
大
に
よ
り
輸

入
穀
物
飼
料
へ
の
依
存
度
が
極
大
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。国
産

の
牛
乳
を
守
る
と
言
い
な
が
ら
、そ
の
存
立
基
盤
が「
輸
入
穀

物
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
」と
い
う
大
き
な
矛
盾
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
。そ
れ
は
、国
際
穀
物
価
格
の
暴
騰
に
よ
る
飼
料

コ
ス
ト
の
急
上
昇
の
リ
ス
ク
に
、常
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
も

意
味
す
る
。も
う
一
つ
は
、ふ
ん
だ
ん
な
補
助
金
を
使
っ
た
大
型

設
備
投
資
に
よ
る
負
債
の
増
大
で
あ
る
。規
模
が
小
さ
い
う
ち

は
、個
別
の
負
債
が
あ
っ
て
も
農
家
個
人
の
問
題
に
終
わ
っ
て

い
た
が
、メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
に
な
る
と
負
債
の
規
模
も
桁
違
い
に

な
る
。も
し
、飼
料
穀
物
の
価
格
暴
騰
が
起
き
て
、経
営
に
問
題

が
発
生
し
た
場
合
、当
該
の
地
方
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
出

か
ね
な
い
。イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
が
格
段
に
違
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
点
に
比
べ
Ｎ
Ｚ
型
放
牧
酪
農
の
持
つ
強
み
は
、前
述
の

営
農
上
の
リ
ス
ク
を
抑
え
ら
れ
る
点
に
あ
る
。コ
ス
ト
低
減
を

長
期
間
継
続
し
て
実
現
で
き
る
こ
と
は
、農
家
に
と
っ
て
大
き

な
安
心
に
つ
な
が
る
し
、負
債
が
圧
縮
で
き
る
こ
と
は
離
農
の

抑
制
に
も
な
り
得
る
。さ
ら
に
、自
然
を
活
か
す「
持
続
可
能

性
」、環
境
を
守
る
意
味
で
の「
社
会
的
責
任
」、乳
牛
を
育
て
る

上
で
の「
動
物
福
祉
」な
ど
、多
面
的
な
強
み
が
あ
る
。そ
し
て

最
終
的
に
は
、や
は
り
コ
ス
ト
面
で
の
優
位
性
と
自
然
由
来
の

「
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド（
牧
草
肥
育
）」の
乳
製
品
を
生
み
出
す
点
に

集
約
さ
れ
る
。日
本
に
お
い
て
こ
の
方
式
を
広
め
る
に
は
、土

地
の
確
保
の
困
難
さ
や
放
牧
酪
農
指
導
者
の
少
な
さ
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

し
か
し
、酪
農
の
魅
力
を
若
い
後
継
者
た
ち
に
伝
え
、就
農

の
際
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。自
治
体
、農
業
団
体
と

も
協
力
し
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。　

リ
ス
ク
を
抑
え
た
放
牧
酪
農
方
式
の
強
み
を
活
か
す

労
働
集
約
型
旧
方
式
を
続
け
て
よ
い
の
か
？
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農
場
の
生
産
物
を
直
接
食
べ
る「
産
地

直
食
」を
追
求
し
、自
家
製
食
材
を
使
う
レ

ス
ト
ラ
ン
を
開
業
。農
地
法
上
の
制
約
で

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
、新
潟
市
が

農
業
特
区
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
二
〇
一

六
年
、再
オ
ー
プ
ン
を
果
た
す
。同
市
出
身

の
作
家
、坂
口
安
吾
の
反
骨
精
神
と
挑
戦

者
魂
を
具
現
し
、挑
戦
し
続
け
る
者
を
対

象
と
し
た「
ニ
イ
ガ
タ
安
吾
賞
」の
第
一
回

受
賞
者
で
も
あ
る
。

　
生
産
現
場
に
レ
ス
ト
ラ
ン

――

ま
ず
、農
場
の
真
ん
中
に
建
つ
迫
力
の

あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
驚
き
ま
し
た
。

髙
橋　
県
産
ス
ギ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

古
来
の
工
法
に
よ
る
木
組
み
を
あ
ら
わ
に

し
た
吹
き
抜
け
の
空
間
で
、水
田
地
帯
の
風

景
を
堪
能
し
な
が
ら
、農
場
で
取
れ
た
て
の

ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ
て
も
ら
い

た
い
と
、こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

――

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
事
例
は
全
国
に

あ
り
ま
す
が
、大
き
な
違
い
は
何
で
し
ょ
う
。

髙
橋　
田
園
風
景
の
中
に
抱
か
れ
て
、そ
こ

で
取
れ
た
食
材
を
味
わ
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
。ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
農
場
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
る
と
、お
客
さ
ま
に
は
好
評
で
当

初
予
想
を
上
回
る
客
数
で
す
。

――

と
言
い
ま
す
と
？

髙
橋　
私
は
農
場
と
い
う
立
地
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、農
用
地
区
域
内
に

畜
舎
や
温
室
、加
工
処
理
施
設
な
ど
生
産

に
直
接
関
連
し
た
も
の
、い
わ
ゆ
る
農
業
用

施
設
以
外
を
建
て
ら
れ
な
い
と
い
う
規
制

が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
を
建
て
る
場
合
は
農
地
転
用
の
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、な
か
な
か
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
か
ら
は
レ
ス

ト
ラ
ン
を
開
業
す
る
な
ら
街
の
中
か
比
較

的
転
用
し
や
す
い
道
路
沿
い
を
と
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、そ
れ
で
は
農
家
の
や
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
な
い
と
思
い
、踏
み
切
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。長
い
間
、何
か
方
法
は
な
い
か

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、新
潟
市
が「
大
規

模
農
業
の
改
革
拠
点
」と
し
て
国
家
戦
略

特
区
に
指
定
さ
れ
、六
次
産
業
化
や
付
加

価
値
の
高
い
食
品
開
発
を
行
う
た
め
の
目

玉
と
し
て
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
設
置
に
係
る

特
例
を
打
ち
出
し
た
こ
と
を
知
り
、す
ぐ
に

申
請
し
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

実
は
、私
ど
も
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
ラ
・
ト

ラ
ッ
ト
リ
ア
・
エ
ス
ト
ル
ト
」開
業
と
同
時

期
に
二
軒
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
誕
生
し

ま
し
た
が
、同
じ
く
国
家
戦
略
特
区
の
特
例

を
利
用
し
た
も
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

的
で
す
が
、私
ど
も
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
隣

接
す
る
ハ
ウ
ス
で
取
れ
る
フ
ル
ー
ツ
ト
マ

ト
を
使
っ
た
サ
ラ
ダ
や
パ
ス
タ
で
す
。

――

レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
挑
戦
は
二
度
目
だ

と
聞
き
ま
し
た
。

髙
橋　
今
か
ら
一
七
年
も
前
の
こ
と
で
す
。

当
時
は
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
の
栽
培
と
、イ
チ

ゴ
の
観
光
農
園
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
頃

で
、た
ま
た
ま
ト
マ
ト
を
買
い
に
来
た
イ
タ

リ
ア
ン
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
が
う
ち
の
ト

マ
ト
を
評
価
し
て
く
れ
ま
し
た
。料
理
し
て

も
ら
っ
た
ド
ラ
イ
ト
マ
ト
入
り
の
パ
ス
タ

な
ど
を
お
客
さ
ま
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
お
願
い
し
た

の
が
飲
食
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

法
人
化
し
た
直
後
で
雇
っ
た
ス
タ
ッ
フ

が
、産
地
直
送
な
ら
ぬ「
産
地
直
食
」と
い
う

フ
レ
ー
ズ
を
作
っ
た
の
が
気
に
入
り
、農
場

で
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
行
政
指
導
で
休
業

――

順
調
だ
っ
た
の
で
す
か
？

農
用
地
区
域
内
に「
産
地
直
食
」の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
つ
く
る

安
全
安
心
、お
い
し
い
を
追
求
し
て
、田
園
の
中
に
建
つ

髙
橋 

治
儀
さ
ん
新
潟
県

有
限
会
社
髙
儀
農
場 

代
表
取
締
役

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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変革は人にあり

髙
橋　
農
地
に
レ
ス
ト
ラ
ン
は
建
て
ら
れ

な
い
の
で
、新
潟
市
か
ら
移
動
販
売
の
許
可

を
も
ら
い
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
改
造
し
移
動

キ
ッ
チ
ン「
エ
ス
ト
ル
ト
」を
オ
ー
プ
ン
。ハ

ウ
ス
の
中
で
本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
ン
を
提

供
し
ま
し
た
。お
客
さ
ま
か
ら
は
好
評
だ
っ

た
の
で
す
が
、行
政
か
ら
指
導
が
入
り
休
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。農
地
の
ハ
ウ
ス

か
ら
移
動
せ
ず
営
業
し
た
た
め
、農
地
法
に

触
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

　

六
次
産
業
化
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始

め
た
頃
で
、安
全
・
安
心
で
少
し
で
も
お
い

し
い
も
の
を
提
供
し
た
い
、そ
の
究
極
の
形

は
生
産
現
場
の
す
ぐ
そ
ば
で
食
べ
る
こ
と

だ
と
い
う
基
本
的
な
要
求
に
は
、何
の
や
ま

し
い
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
の
で
、正
直
、戸

惑
い
ま
し
た
。

――

お
と
な
し
く
休
業
を
？

髙
橋　
飲
食
事
業
を
諦
め
き
れ
ず
、新
潟

駅
前
な
ど
に
移
転
先
を
探
し
ま
し
た
。そ
の

時
、若
い
ス
タ
ッ
フ
が「
エ
ス
ト
ル
ト
は『
東

の
菜
園
』と
い
う
意
味
な
の
に
、駅
前
で
営

業
し
た
ら
菜
園
で
の『
産
地
直
食
』な
ん
て

言
え
ま
せ
ん
よ
ね
」と
つ
ぶ
や
い
た
の
で
す
。

ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。農
場
に
隣
接
し
た
本

来
の
産
地
直
食
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
休
業
を
決
断
し
ま
し
た
。行
政
に
は
機
会

が
あ
る
ご
と
に
、こ
れ
か
ら
の
農
業
に
は
六

次
産
業
化
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、消
費

者
に
農
業
の
良
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
農
場
で
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
だ
と
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、法
律
の
壁
は

厚
く
、実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
に
は
移
動
販
売
に
反
し
な

い
形
で
一
部
再
開
し
、ト
ラ
ッ
ク
で
調
理
販

売
し
た
も
の
を
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
食
べ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、ど
う
し
て
も
メ

ニ
ュ
ー
数
や
収
容
人
数
に
制
約
が
あ
り
、限

界
を
感
じ
て
い
た
時
、新
潟
市
の
国
家
戦
略

特
区
に
絡
ん
で
、念
願
の
再
開
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。申
請
に
当

た
っ
て
は
地
域
の
食
品
ス
ー
パ
ー
や
調
理

師
専
門
学
校
、製
麺
業
者
や
広
告
代
理
店

と
連
携
し
て
六
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法

に
基
づ
く
事
業
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

――

ず
い
ぶ
ん
遠
回
り
し
ま
し
た
ね
。

髙
橋　
い
や
、当
時
の
経
験
は
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。い
つ
か
は
産
地
直
食
を
再
開
し
よ

う
と
、手
書
き
の
記
録
を
取
っ
て
お
い
た
の

で
す
。今
回
の
事
業
申
請
の
時
に
も
、売
り

上
げ
見
込
み
や
投
資
規
模
の
裏
付
け
に

デ
ー
タ
が
必
要
で
し
た
が
、当
時
の
来
客
数

や
お
客
さ
ま
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
と
て

も
役
立
ち
ま
し
た
。客
席
数
は
当
時
の
七
〇

席
か
ら
一
〇
〇
席
に
増
や
し
ま
し
た
が
、お

か
げ
さ
ま
で
お
昼
時
は
満
席
に
な
り
ま
す
。

　
ト
マ
ト
作
り
は
技
術
力

――

と
こ
ろ
で
、米
ど
こ
ろ
の
新
潟
で
、フ

ル
ー
ツ
ト
マ
ト
と
は
、珍
し
い
で
す
ね
。

髙
橋　
実
家
は
水
稲
と
ト
マ
ト
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、卒
業
す
る
と
父
か
ら「
ハ
ウ

ス
を
一
棟
持
た
せ
る
。一
切
口
出
し
を
し
な

い
か
ら
好
き
な
よ
う
に
や
っ
て
み
ろ
」と
言

わ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、一
〇
㌃
の
第
一
号

棟
を
建
て
、キ
ュ
ウ
リ
の
前
進
栽
培
を
始
め

た
の
が
私
の
挑
戦
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。二

〇
歳
の
時
で
す
。

　

そ
の
後
、品
種
改
良
さ
れ
た
ブ
ル
ー
ム
レ

ス
キ
ュ
ウ
リ
に
よ
り
消
費
者
の
キ
ュ
ウ
リ
離

れ
が
起
き
た
の
で
、新
た
な
作
物
を
求
め
、

仲
間
と
施
設
園
芸
先
進
地
の
関
東
を
見
て

回
り
ま
し
た
が
、新
潟
の
常
識
で
は
考
え
ら

れ
な
い
粗
植
に
す
る
こ
と
で
、太
陽
の
光
を

ふ
ん
だ
ん
に
浴
び
た
お
い
し
い
ト
マ
ト
が

宮大工設計の農家レストラン「ラ・トラットリア・エストルト」の前に立つ髙橋社長
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売
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〇
。
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変革は人にあり

作
れ
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ト
マ
ト
作
り
は
こ
う
だ
と

一
九
八
四
年
に
キ
ュ
ウ
リ
を
ト
マ
ト
に
変

え
、さ
ら
に
一
〇
㌃
増
や
し
て
二
〇
㌃
全
部

で
ト
マ
ト
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

――

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
き
っ
か
け
は
？

髙
橋　
ト
マ
ト
作
り
を
始
め
た
頃
、水
や
り

を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
抑
え
な
が
ら
最
終
的
に

大
玉
を
作
っ
て
高
値
で
販
売
し
て
い
る
関

東
の
生
産
者
を
知
り
、そ
の
栽
培
方
法
に

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
だ
！
」と
思
い
、視
察
か
ら
帰
っ
て

す
ぐ
二
〇
㌃
の
畑
、全
部
で
水
や
り
を
完
全

に
や
め
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、夜
は
し
ゃ

ん
と
し
て
い
て
も
日
が
昇
っ
て
気
温
が
高

く
な
る
と
み
ん
な
し
お
れ
て
い
く
。梅
雨
の

時
期
に
二
、三
日
雨
が
続
い
た
後
で
晴
天
に

な
る
と
、根
も
切
れ
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
、妻
が「
全
部
枯
れ
て
し
ま
っ
た
」と
慌
て

て
飛
ん
で
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

羽
毛
の
よ
う
な
根
の
先
端
を
見
る
と

し
っ
か
り
コ
ロ
イ
ド（
土
の
塊
）を
抱
え
て

い
て
、成
長
点
は
し
っ
か
り
水
分
を
持
っ
て

い
る
。夕
方
に
は
し
ゃ
ん
と
し
て
き
た
の
で

大
丈
夫
だ
な
と
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し

ま
し
た
。そ
ん
な
こ
と
を
何
度
か
繰
り
返
し

て
、水
や
り
を
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
溶
液
栽
培
に
切
り
替
え
、ス
ギ

の
皮
を
使
っ
て
水
を
制
限
し
て
い
ま
す
。大

玉
と
同
じ
品
種
で
糖
度
を
上
げ
る
の
が
技

術
力
で
、そ
こ
に
面
白
さ
が
あ
る
の
で
す
。

　
転
機
は
バ
イ
ヤ
ー
と
の
出
会
い

――

思
惑
通
り
に
高
く
売
れ
ま
し
た
か
？

髙
橋　
い
い
え
。フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
が
市
場

で
認
知
し
て
も
ら
え
ず
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

を
工
夫
し
ま
し
た
が
、普
通
の
ト
マ
ト
よ
り

ほ
ん
の
少
し
し
か
高
く
売
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
れ
で
も
絶
対
に
売
れ
る
と
三
年
間
我

慢
し
ま
し
た
が
、収
入
も
落
ち
て
、さ
す
が

に
私
の
読
み
が
間
違
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
と
暗
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
る
一
九
八
八
年
六
月

頃
、Ｊ
Ａ
に
相
談
し
大
消
費
地
の
評
価
を

得
る
た
め
首
都
圏
の
全
農
集
配
セ
ン
タ
ー

に
出
荷
し
た
折
、上
質
の
ト
マ
ト
を
探
し
求

め
て
い
た
長
野
の
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー

に
出
会
っ
た
の
で
す
。九
州
産
な
ど
が
品
薄

に
な
る
頃
で
、す
ぐ
に
栽
培
状
況
を
見
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。「
農
薬
を
で
き
る
だ
け
使

わ
ず
有
機
肥
料
を
」と
説
明
し
か
け
る
と
、

「
価
値
は
見
れ
ば
分
か
る
。こ
れ
全
部
い
た

だ
き
ま
す
」と
言
わ
れ
、驚
き
ま
し
た
。

　

車
庫
で
直
売
も
始
め
ま
し
た
。母
親
が

ト
マ
ト
を
売
っ
て
い
る
と
、「
こ
ん
な
小
さ

な
ト
マ
ト
が
こ
ん
な
に
高
い
の
？
」と
言
っ

て
い
た
お
客
さ
ん
が
、す
ご
く
お
い
し
い
と

す
ぐ
に
ま
た
買
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
自
分
の
一
番
得
意
な
フ
ル
ー

ツ
ト
マ
ト
を
大
規
模
に
や
ろ
う
と
九
八
年

に
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。

――

販
路
は
広
が
っ
た
？

髙
橋　
社
員
を
募
集
す
る
と
、フ
ル
ー
ツ
ト

マ
ト
事
業
に
参
加
し
た
い
と
商
社
で
働
い

て
い
た
人
が
入
社
し
、販
売
戦
略
を
立
て
て

く
れ
ま
し
た
。新
潟
県
内
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
よ
う
と
、あ
え
て
販
売
量
を
絞
る
戦

略
で
す
。地
元
の
デ
パ
ー
ト
、ス
ー
パ
ー
、ナ

シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
ー
パ
ー
各
一
社

だ
け
に
卸
し
、あ
と
は
安
く
と
も
県
外
に
出

し
ま
し
た
。売
り
先
を
限
定
す
る
こ
と
で
高

価
格
を
維
持
し
、販
売
店
も
そ
れ
に
応
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
産
を
拡
大
し
て
単
価
を
上
げ
る

に
は
市
場
販
売
だ
け
で
な
く
、直
売
率
も
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。売
り
に
行
く
の

で
は
な
く
来
て
も
ら
お
う
と
、直
売
所
に
加

え
イ
チ
ゴ
狩
り
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後
、最

初
の
飲
食
事
業
展
開
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
六
次
産
業
化
も
農
業
が
基
本

――

昨
年
、第
一
回「
ニ
イ
ガ
タ
安
吾
賞
」を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。挑
戦
者
魂
の
原
点
は
？

髙
橋　
高
校
は
父
の
考
え
で
県
立
興
農
館

高
校
と
い
う
農
業
者
を
養
成
す
る
た
め
の

全
寮
制
の
学
校
に
入
り
ま
し
た
。大
規
模

経
営
や
、あ
ま
り
人
が
作
ら
な
い
作
物
の
栽

培
を
志
向
す
る
人
た
ち
が
い
て
、刺
激
を
受

け
ま
し
た
。

　

地
元
で
自
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
同
級

生
の
こ
と
も
意
識
に
あ
っ
て
、ど
う
せ
や
る

な
ら
親
と
も
周
り
と
も
違
う
農
業
を
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
も
、自
分
が
食
べ
て
お
い
し

い
か
ら
必
ず
売
れ
る
と
信
じ
て
、ワ
ク
ワ
ク

す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。や
る
と
決
心
し

た
ら
失
敗
は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

――

今
後
の
展
望
は
？　

髙
橋　
お
か
げ
さ
ま
で
苦
労
も
し
ま
し
た

が
、い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。法
人
化
は
一
つ
の
転

機
で
、入
社
し
て
く
れ
た
他
分
野
の
プ
ロ
た

ち
の
話
が
新
鮮
で
楽
し
く
て
し
よ
う
が
な

か
っ
た
し
、彼
ら
も
私
が
や
ろ
う
と
す
る
こ

と
に
対
し
真
剣
に
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。消

化
不
良
と
な
っ
て
い
た
六
次
産
業
化
が
こ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
実
現
で
き
た
こ
と
で
一
つ

の
想
い
が
か
な
い
ま
し
た
し
、二
人
の
息
子

に
も
農
場
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
分
担
し
て
も

ら
い
、将
来
の
道
筋
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、食
は
延
々
と
続
き
ま
す
。食
に

は
将
来
性
が
あ
り
ま
す
が
、食
の
取
り
方

は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
の
で
、そ
れ
に

対
応
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
て
農
業
だ
け
で

は
な
く
広
く
情
報
を
求
め
て
い
く
と
い
ろ

ん
な
出
会
い
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

私
は
飲
食
や
加
工
を
や
っ
て
い
て
も
、基

本
は
食
料
を
生
産
す
る
農
業
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。そ
れ
を
基
本
に
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

ん
な
展
開
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
情
報
企
画
部　

松
村 

順
二
）
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ほ
場
に
直
接
種
を
ま
く
水
稲
の
直

ち
ょ
く

播は
ん

栽
培
は
、水

田
に
育
て
た
苗
を
植
え
る
移
植
栽
培
に
比
べ

て
省
力
化
や
低
コ
ス
ト
化
に
有
効
で
あ
り
、普
及
面
積

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

直
播
に
は「
湛た

ん
水す

い

直
播
」や「
乾か

ん
田で

ん

直
播
」な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、水
稲
と
麦
類
や
大
豆
な
ど
の
畑
作
物
を
組

み
合
わ
せ
た
水
田
輪
作
に
お
い
て
は
、田
畑
輪
換
に
適

し
た
水
稲
の
乾
田
直
播
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。乾

田
直
播
は
代
か
き
を
せ
ず
に
畑

状
態
で
播は

種し
ゅ

し
、苗
立
ち
後
に

入
水
す
る
方
式
で
す
。冬
季
に

ほ
場
が
乾
燥
す
る
温
暖
地
で
は
、

作
業
に
余
裕
の
あ
る
こ
の
時
期

に
耕
起
や
砕さ

い

土ど

、均
平
な
ど
の

ほ
場
の
準
備
が
可
能
で
あ
り
、

播
種
適
期
に
早
期
に
播
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、代
か
き
や
育
苗
、田
植
え
な

ど
、春
季
の
作
業
競
合
を
避
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、規
模
拡
大

に
も
容
易
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
用
い
る
乾
田
直
播
用

播
種
機
に
は
い
く
つ
か
の
方
式

が
あ
り
ま
す
。不
耕
起
播
種
機
は
作
溝
デ
ィ
ス
ク
で
ほ

場
に
細
い
溝
を
切
り
、肥
料
と
種
子
を
条

じ
ょ
う

播は

し
て
覆
土

す
る
方
式
で
、一
般
に
用
い
ら
れ
る
ロ
ー
タ
リ
シ
ー
ダ

の
よ
う
に
ほ
場
全
面
を
耕
起
し
て
播
種
す
る
方
式
に

比
べ
て
所
要
動
力
が
小
さ
く
、高
速
で
の
作
業
が
可
能

で
す
。ま
た
、降
雨
な
ど
に
よ
り
作
業
が
中
断
し
て
も
、

ほ
場
表
面
が
乾
燥
す
れ
ば
す
ぐ
に
作
業
で
き
る
な
ど

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

代
か
き
を
行
わ
な
い
乾
田
直
播
で
は
、漏
水
に
よ
る

基
肥
の
損
失
や
、除
草
剤
の
効
果
低
減
と
い
っ
た
課
題

が
あ
り
、漏
水
を
抑
え
る
た
め
に
重
い
ロ
ー
ラ
を
用
い

た
鎮
圧
作
業
が
必
要
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、不
耕
起

播
種
機
を
用
い
る
体
系
で
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
の
タ
イ
ヤ

跡
に
よ
り
ほ
場
の
均
平
性
を
損
ね
な
い
よ
う
、ほ
場
が

膨
軟
な
場
合
は
播
種
前
に
鎮
圧
を
行
い
、播
種
後
も
覆

土
を
確
実
に
す
る
た
め
に
必
ず
鎮
圧
を
行
い
ま
す
。

不
耕
起
播
種
機
を
用
い
て

水
稲
・
麦
類
・
大
豆
の
輪

作
を
行
う
約
八
〇
㌶
の
大
規
模

水
田
営
農
で
、乾
田
直
播
で
の

労
働
時
間
や
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
効
果
を
実
証
し
た
と
こ
ろ
、一

〇
㌃
当
た
り
の
労
働
時
間
は
、

地
域
の
平
均
的
な
移
植
栽
培
に

比
べ
て
約
三
分
の
一
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、業
務
用
多
収

品
種
を
用
い
た
実
証
栽
培
で
は

一
〇
㌃
当
た
り
約
六
六
〇
㌔
グ

ラ
ム
の
収
量
と
な
り
、六
〇
㌔
グ

ラ
ム
当
た
り
の
全
算
入
生
産
費

が
地
域
の
平
均
的
な
移
植
栽
培

に
比
べ
て
約
二
分
の
一
ま
で
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
化
が
進
む
水
田
営
農
に
お
い
て
は
、収
益
性

の
確
保
や
労
働
の
集
中
を
回
避
す
る
た
め
、水
稲
と
麦

類
や
大
豆
、野
菜
作
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、特
定
の
作

物
に
依
存
し
な
い
多
様
性
と
年
間
を
通
し
た
労
働
の

分
散
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。大
区
画
化
や
汎
用
化

の
た
め
の
基
盤
整
備
が
進
む
中
、省
力
化
や
汎
用
利
用

が
で
き
る
高
性
能
作
業
機
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

  

播種適期に不耕起播種機で高能率作業（写真は試作機）

Profile

おおした やすお
1958年山口県生まれ。81年鳥取大学農学部卒業後、
農林水産省農事試験場入省。東北農業試験場、北海
道農業研究センターなどを経て、2010年より農研
機構中央農業研究センターに勤務。17年4月より
現職。専門は農業機械。

高性能作業機への期待
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 中央農業研究センター 

北陸研究拠点 北陸農業研究監

大下 泰生
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る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
っ
こ
い
、私
た
ち
の
開
催
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト「
農

村
de
ふ
れ
愛
ま
せ
ん
か
？
」の
会
場
は
、「
棚
田
や
農
村
・

旧
小
学
校
」で
す
。開
催
は
年
に
三
回
、棚
田
や
農
村
の
美

し
さ
を
よ
り
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
四
月
、九
月
、一
一

月
を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

棚
田
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
、食
材
と
し
て
捕
獲
さ
れ

た
シ
カ
な
ど
野
生
の
鳥
獣
を
材
料
と
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
、

地
域
で
と
れ
た
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
ピ
ザ
釜
で
の
ピ
ザ

づ
く
り
や
草
木
染
め
体
験
な
ど
い
ず
れ
も
地
域
の
良
さ

を
参
加
者
に
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
を
機
に
地
域
の
フ
ァ
ン
に

　

地
元
の
人
た
ち
は
も
と
も
と
人
懐
こ
い
気
質
か
ら
か
、

参
加
者
が
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
る
と
食
材
と
し
て
と
れ

た
て
の
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
野
菜
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
り
、

ジ
ビ
エ
肉
に
戸
惑
う
参
加
者
に
話
し
か
け
る
な
ど
フ
ォ

ロ
ー
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。参
加
者
の

多
く
は
都
会
に
住
む
も
の
の
自
然
が
好
き
だ
っ
た
り
田

舎
暮
ら
し
に
憧
れ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、地
元
住
民
か

ら
里
山
の
話
を
聞
く
の
が
と
て
も
楽
し
い
よ
う
で
す
。

「
棚
田
は
い
つ
頃
で
き
た
ん
で
す
か
？
」「
イ
ノ
シ
シ
は
ど

う
や
っ
て
捕
獲
し
た
ん
で
す
か
？
」な
ど
質
問
し
て
地
元

住
民
と
も
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
農
村
de
ふ
れ
愛
ま
せ
ん
か
？
」の
結
果
で
す
が
、二
〇

一
五
年
四
月
に
は
、大
阪
や
神
戸
な
ど
か
ら
男
性
二
〇
人
、

女
性
一
六
人
の
参
加
が
あ
り
、六
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま

し
た
。う
れ
し
い
こ
と
に
、そ
の
う
ち
一
組
が
婚
約
を
し

て
い
ま
す
。一
六
年
の
男
性
一
八
人
、女
性
八
人
が
参
加
し

た
会
で
は
三
カ
ッ
プ
ル（
地
元
男
性
と
地
元
外
の
女
性
二

組
、地
元
外
の
移
住
希
望
者
男
性
と
地
元
外
の
女
性
一

組
）が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、毎
回
、複
数
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、イ

ベ
ン
ト
は
盛
況
で
す
。ま
だ
、結
婚
を
し
て
か
ら
地
域
に

移
住
し
て
く
れ
た
と
い
う
カ
ッ
プ
ル
は
今
の
と
こ
ろ
出

て
い
ま
せ
ん
が「
楽
し
か
っ
た
」「
ジ
ビ
エ
が
お
い
し
か
っ

た
」「
自
然
の
中
で
過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
」な
ど
と
言
っ
て

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
農
村

ふ
れ
愛
ま
せ
ん
か
？

　
「
棚
田LO

V
ERʼs

」と
い
う
名
前
の
通
り
、私
た
ち
は

棚
田
を
愛
し
て
や
ま
ず「
美
し
い
棚
田
を
将
来
に
つ
な
げ

た
い
！
」と
い
う
想
い
の
も
と
、一
〇
年
前
よ
り
、兵
庫
県

神
崎
郡
市
川
町
上
牛
尾
地
域
を
中
心
と
し
、生
き
物・食・

農
の
大
切
さ
を
、実
践
を
通
じ
て
伝
え
る
な
ど
に
よ
り
棚

田
の
保
全
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、農
作
業
体
験
の
受
け
入
れ
や
貸
し
農
園

の
運
営
、収
穫
祭
な
ど
祭
り
の
開
催
、棚
田
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、姫
路
市
な
ど
都
市
に
出
向
き
棚
田
米
の
試
食
と
販

売
な
ど
を
行
う
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。今
回

は
、移
住
者
促
進
の
活
動
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
す
。二

〇
一
五
年
か
ら
地
域
自
治
会
と
連
携
し
、結
婚
適
齢
期
の

人
を
呼
び
込
も
う
と
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

婚
活
と
は
、結
婚
相
手
を
見
つ
け
よ
う
と
積
極
的
に
活

動
す
る
こ
と
で
す
。婚
活
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば「
す
て
き

な
レ
ス
ト
ラ
ン
」で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
思
い
浮
か
べ

ま
ち

づ
く

り
　むらづくり　まちづくり　

む
ら

づ
く

りドットコム
.com

ま
ちづくり　むらづくり

地
域
へ
移
住
者
促
進
で
棚
田
保
全

農
村
の
婚
活
で
若
者
に
ア
ピ
ー
ル

兵
庫
県
神
崎
郡
市
川
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

棚
田LO

VERʼs

永
菅 

裕
一
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く
れ
る
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
フ
ァ
ン
に
な
り
私
た
ち

が
取
り
組
ん
で
い
る
農
作
業
体
験
へ
の
参
加
や
、地
域
農

産
物
を
購
入
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。お
会
い
し
た

方
の
中
で
、移
住
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
た
ち
も
い
ま
す
。

現
在
、そ
の
方
々
は
私
た
ち
の
活
動
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
き
っ
か
け
に
、地
域
全

体
に
よ
る
移
住
者
を
促
進
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
後
ほ
ど
詳
し
く
ご
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
か
ら
の
信
頼
を
得
る
た
め
に

　

二
〇
〇
七
年
、大
学
院
で
棚
田
保
全
や
棚
田
に
つ
い
て

勉
強
を
し
て
い
た
私
は
、あ
る
方
の「
あ
と
五
年
で
棚
田

が
な
く
な
る
」と
い
う
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。棚

田
は
、食
の
生
産
地
以
外
に
も
景
観
価
値
・
治
水
機
能
に

よ
る
地
滑
り
防
止
作
用
、生
態
系
保
全
な
ど
多
く
の
価
値

を
有
し
ま
す
。こ
の
よ
う
に
環
境
や
生
態
系
を
育
む
宝
庫

で
も
あ
る
棚
田
は
、昔
か
ら
農
家
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
現
在
、棚
田
の
多
く
が
作
付
け
さ
れ
ず
に
、荒

廃
し
つ
つ
あ
り
、そ
の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。日

本
全
国
で
見
る
と
、棚
田
は
二
二
万
㌶
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
う
ち
の
四
〇
％
が
耕
作
放
棄
地
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

大
型
の
機
械
を
使
え
な
い
こ
と
や
、水
が
入
り
に
く
い

こ
と
か
ら
、棚
田
の
耕
作
は
大
変
重
労
働
で
あ
る
こ
と
、

過
疎
化
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
で
の
作
業
者
が
減
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
労
働
力
不
足
・
赤
字
経
営
が
主
な
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
は
鳥
獣
被
害
な
ど
も
原

因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

危
機
感
を
覚
え
た
私
は「
活
動
を
す
る
な
ら
、ま
ず
地

元
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
！
」と
の
想
い
も
あ
り
、実

家
か
ら
車
で
一
五
分
程
度
の
上
牛
尾
地
域
の
棚
田
一
枚
、

約
五
〇
〇
平
方
㍍
で
、仲
間
と
張
り
切
っ
て
稲
を
育
て
始

め
ま
し
た
。

　

し
か
し
収
穫
直
前
、イ
ノ
シ
シ
に
何
と
稲
を
全
滅
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。電
気
柵
を
す
れ
ば
よ
い
と
頭

で
理
解
し
て
お
り
、地
域
住
民
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
い
た
の
で
す
が
、ま
さ
か
全
滅
す
る
と
は
思
わ
ず
、

費
用
と
時
間
が
掛
か
る
と
考
え
導
入
し
な
か
っ
た
の
で

す
。

　

こ
れ
は
悲
し
か
っ
た
だ
け
で
は
済
ま
ず
、「
座
学
だ
け
か
」

と
住
民
の
信
頼
を
大
き
く
失
う
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

profile
NPO法人棚田LOVERʼs永菅 裕一　ながすが ゆういち

1984年生まれ。兵庫県神崎郡市
川町出身。高校時代、環境問題
に関心を持ち、兵庫県立大学大
学院で、環境教育や棚田を学ぶ。
その中で棚田と出合い、棚田が失
われていることを知る。生物・食・農
の大切さを伝え、棚田を未来の子
どもたちにつなげようと、米育てや
自然体験系の企画を年60回程
度 行う。「JAPAN OUTDOOR 
LEADERS AWARD2017」ファ
イナリストの10人に全国から選ば
れる。

「美しい棚田を将来につなげた
い！」「体感を通じて心と体を元気
に！」という想いのもと、2007年5
月から活動（2010年3月法人格
取得）。兵庫県市川町、香美町
でお米を育てる体験、温泉など
連携した自然を感じる企画など
の活動を通じて、生物・食・農の
大切さを伝えている。2017年3月

「第14回オーライ! ニッポン大賞
審査委員会長賞」受賞。
URL：http://tanadalove.com/

上：「農村deふれ愛ませんか？」でジビエを使ったバーベキューをする
下：さまざまな理由により年々減少している棚田は、環境や生態系を育む宝庫
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が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
の
数
も
減
り
小
学
校
も

廃
校
に
な
る
な
ど
地
域
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
で
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、私
た
ち
は
地
域
に

は
結
婚
適
齢
期
の
男
性
、女
性
を
地
域
に
呼
び
込
む
必
要

が
あ
る
と
感
じ
、地
域
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
前
述
の
通

り
棚
田
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
婚
活

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
自
治
会
の
役
員
さ
ん
に
提
案
し
ま

し
た
。

　

内
容
は
悩
ん
だ
末
、棚
田
へ
の
関
心
を
も
た
ら
し
、地

区
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
内
容
に
、さ
ら
に
そ
こ
に

楽
し
さ
を
加
え
、婚
活
か
ら
棚
田
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
企

画
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
考
え
が「
農
村

de
ふ
れ
愛
ま
せ
ん
か
？
」に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
棚
田
を
部
外
者
が

来
て
使
う
こ
と
に
つ
い
て
、地
元
の
人
た
ち
も
賛
同
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

実
は
、棚
田
が
大
好
き
な
私
は
棚
田
一
枚
を
使
っ
て
結

婚
式
を
挙
げ
て
い
ま
す
。私
と
妻
は
、地
域
に
移
住
し
た

方
が
製
作
し
て
く
れ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、ド
レ
ス
を
着
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
牧
師
さ
ん
に
も
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ

し
て
、地
元
の
人
た
ち
に
祝
っ
て
い
た
だ
い
た
人
前
結
婚

式
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
前
味
噌
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
結
婚
式
が「
棚

田
は
稲
の
栽
培
だ
け
じ
ゃ
な
い
。面
白
い
こ
と
が
で
き

る
」と
地
域
住
民
の
方
の
意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
移
住
促
進
活
動

　

今
、考
え
て
い
る
こ
と
は
移
り
住
ん
で
く
れ
る
人
を
増

や
す
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。

　
「
農
村
de
ふ
れ
愛
ま
せ
ん
か
？
」の
実
施
を
通
し
て
地

元
の
人
た
ち
の
信
頼
を
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
私
た
ち
は
、移

住
を
促
進
す
る
た
め
に
、居
住
支
援
協
議
会
を
地
元
の

人
た
ち
と
と
も
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

ま
で
に
約
一
四
人
の
移
住
者
を
募
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、う
れ
し
い
こ
と
に
役
場
の
方
々
も
積
極
的
に

移
住
促
進
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
促
進
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
、座
学
や
実
技
の
体
験
の
場
の
提
供
な
ど
を

行
う
と
同
時
に
、既
に
移
住
し
た
方
や
農
業
者
へ
の
支
援

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
後
い
か
に
移
住
者
が
生
計
を
立

て
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
か
な
ど
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、居
住
支
援
協
議
会
と
も
連
携
し
て
よ

り
良
い
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
農
村
de
ふ
れ
愛
ま
せ
ん
か
？
」は
今
年
も
九
月
一
八
日

（
月
・
祝
日
）、一
一
月
二
六
日（
日
）に
開
催
予
定
で
す
。イ

ベ
ン
ト
の
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
、結
婚
し
て
移
住
し
て

く
だ
さ
る
方
が
増
え
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
後
も
、棚
田
の
大
切
さ
を
広
く
伝
え
る
活

動
を
続
け
る
こ
と
で
、日
本
の
農
業
を
育
み
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。将
来
的
に
は
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を
兵
庫
県
で
開

催
す
る
こ
と
も
夢
に
描
い
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、日
本
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
棚
田
が
な
く

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
棚
田
を
保
全
し
よ
う
と
作
付

け
か
ら
始
め
た
学
生
の
活
動
が
、今
、地
域
の
人
た
ち
や

活
動
に
賛
同
し
て
く
れ
る
仲
間
た
ち
と
と
も
に
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
発
展
し
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。棚
田

や
農
村
に
興
味
を
覚
え
た
方
は
ぜ
ひ
一
度
、私
た
ち
の
活

動
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、

私
た
ち
の
活
動
に
共
感
を
し
て
い
た
だ
け
た
な
ら
ば
、ぜ

ひ
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
、棚
田
や
農
村
か
ら
日
本
の
農

業
を
育
み
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　

 

　

翌
年
は
無
事
お
米
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、だ
か
ら
と
い
っ
て
住
民
か
ら
の
信
頼
が
一
〇
〇
％
回

復
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。こ
の
経
験
で
私
は
、「
地
域
の

信
頼
を
無
く
さ
な
い
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
」と
強
く

思
い
ま
し
た
。

　
婚
活
か
ら
棚
田
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

　

さ
て
、二
〇
一
一
年
、上
牛
尾
地
域
の
農
村
・
棚
田
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
、地
元
住
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。「
あ
な
た
の
所
有
す
る
農
地
の
跡
を
継
ぐ

人
は
い
ま
す
か
？
」の
問
い
に
対
す
る
結
果
は
、農
地
の

跡
継
ぎ
は
、住
民
八
八
人
中
、「
い
る
」が
四
五
人
で
、「
い

な
い
し
探
し
て
い
な
い
」が
三
四
人
、「
い
な
い
が
探
し
て

い
る
」が
九
人
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

跡
継
ぎ
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
棚
田
の
耕
作
放
棄
地 農作業体験で田植えをする。棚田の保全活動は多岐にわたる。
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書評

　

そ
こ
は
、東
京
・
新
宿
の
繁
華
街
か
ら
逸そ

れ
た
路
地
を

曲
が
っ
た
奥
ま
っ
た
一
角
に
あ
る
喫
茶
店
。決
ま
っ
て
月

一
度
、会
っ
て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。相
手
は
、世
界
中
を

飛
び
回
る
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、写
真
集『
地
球
生
活
記
』（
福

音
館
書
店
）は
取
材
三
〇
年
、一
七
〇
〇
余
点
の
写
真
を

収
録
し
た
今
世
紀
最
高
の
一
冊
と
称
さ
れ
た
。

　

彼
は
そ
こ
で
、い
つ
も
不
思
議
な
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。

手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
小
さ
な
カ
ッ
プ
に
ド
ロ
リ
と
し
た

液
体
の
ト
ル
コ
コ
ー
ヒ
ー
。次
は
モ
カ
で
あ
る
。ア
ラ
ビ
ア

半
島
イ
エ
メ
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
で
あ
る
。内
乱
状
態
に
入
国

の
難
し
い
国
だ
が
、彼
は
、こ
の
国
の
庶
民
の
暮
ら
し
を

何
回
も
撮
り
続
け
て
い
た
。こ
の
日
も
砂
糖
な
し
で
は
と

て
も
口
に
入
ら
な
い
コ
ー
ヒ
ー
を
ス
ー
と
流
し
込
む
。一

九
七
〇
年
代
、痛
烈
な
コ
ー
ヒ
ー
の
思
い
出
で
あ
る
。

　

や
が
て
、歌
謡
曲「
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
」が
大
ヒ
ッ
ト
。喫

茶
店
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、コ
ー
ヒ
ー
文
化
は
日
本
人
の
生

活
の
中
に
オ
シ
ャ
レ
な
雰
囲
気
を
含
み
な
が
ら
定
着
し

て
い
っ
た
。家
庭
で
豆
を
挽
き
、サ
イ
フ
ォ
ン
で
淹
れ
る

コ
ー
ヒ
ー
生
活
。そ
し
て
、黎
明
期
は
や
が
て
今
日
の
コ
ン

ビ
ニ
に
象
徴
さ
れ
る「
ま
ち
カ
フ
ェ
」へ
、日
本
の
コ
ー

ヒ
ー
文
化
は
変
化
し
て
い
く
。

　

こ
の
本
を
書
い
た
旦
部
幸
博
さ
ん
は
医
学
博
士
で
、本

職
は
基
礎
医
学
。バ
イ
オ
系
の
研
究
者
で
、普
段
は
大
学

で
遺
伝
子
研
究
や
微
生
物
学
を
講
義
す
る
。学
者
の
旦
部

さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
本
出
版
の
経
緯
が
変
わ
り
種
。自
身
の

記
述
に
よ
れ
ば
、大
学
一
年
の
頃
、た
ま
た
ま
コ
ー
ヒ
ー
が

好
き
に
な
っ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

「
百
珈
苑
」を
み
ず
か
ら
開
設
。「
お
い
し
さ
は
ど
こ
で
生

ま
れ
る
の
か
」を
探
求
し
た
結
果
が
、一
冊
の
本
に
な
っ
た
。

　

目
次
に
は「
コ
ー
ヒ
ー
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」「
コ
ー

ヒ
ー
ノ
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
豆
」「
コ
ー
ヒ
ー
の
歴
史
」「
コ
ー

ヒ
ー
の
お
い
し
さ
」「
お
い
し
さ
を
生
み
出
す
コ
ー
ヒ
ー
の

成
分
」「
焙
煎
の
科
学
」「
コ
ー
ヒ
ー
の
抽
出
」「
コ
ー
ヒ
ー
と

健
康
」が
並
び
、ど
の
項
目
も
科
学
者
ら
し
い
探
究
で
、有

無
を
言
わ
せ
な
い
。

　

個
人
的
印
象
で
確
か
な
数
字
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
、

コ
ー
ヒ
ー
は
お
い
し
い
と
思
う
人
の
数
だ
け
、お
い
し
く

な
い
と
言
う
人
が
い
る
気
が
す
る
。旦
部
さ
ん
は
そ
こ
に

つ
い
て
、化
学
分
析
を
お
こ
な
い
、科
学
的
に
解
明
し
、結

論
を
得
て
、コ
ー
ヒ
ー
の
お
い
し
さ
と
は
、香
ば
し
さ
と

苦
み
を
中
心
に
、酸
味
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
混

然
一
体
と
な
っ
て
生
ま
れ
る
複
雑
さ
こ
そ
が
お
い
し
さ
と

い
う
。

　

最
後
に
、か
の
文
豪
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
原
稿
に
追
わ
れ
、一

日
五
〇
杯
飲
ん
だ
と
伝
え
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　

コ
ー
ヒ
ー
好
き
の「
な
ぜ
？
」に
答
え
る

書
評

ルポ 農業新時代	 読売新聞経済部／著	 中央公論新社	 860円
稼げる農業 AIと人材がここまで変える	 日経ビジネス／編	 日経BP社	 1,200円
ITと熟練農家の技で稼ぐ AI農業	 神成 淳司／著	 日経BP社	 1,800円
逐条解説 農業協同組合法	 農業協同組合法令研究会／編著	 大成出版社	 14,000円
るるぶ 東京の農業林業水産業	 JTBパブリッシング／編	 JTBパブリッシング	 860円
2025年 日本の農業ビジネス	 21世紀政策研究所／編	講談社	 800円
アグリビジネス進化論 新たな農業経営を拓いた7人のプロフェッショナル		  プレジデント社	 1,500円
新版 キーワードで読みとく 現代農業と食料・環境		  昭和堂	 2,400円
農業と農政の視野／完 論理の力と歴史の重み	 生源寺 眞一／著	 農林統計出版	 1,800円
環境制御のための植物生理 オランダ最新研究		  農山漁村文化協会	 4,900円

タイトル	 著者	 出版社 定価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

読まれてます 三省堂書店農林水産省売店（2017年6月1日～6月30日・税抜）

（講談社・1,080円 税抜）

『
コ
ー
ヒ
ー
の
科
学

　
　  
　「
お
い
し
さ
」は
ど
こ
で
生
ま
れ
る
の
か
』

旦
部 
幸
博 
著

青
木 

宏
高

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
良
い
食
材
を
伝
え
る
会
」理
事
）

有限責任監査法人トーマツ・
農林水産業ビジネス推進室／著

「農業と経済」編集委員会／監修、
小池 恒男、新山 陽子、秋津 元輝／編

エペ・フゥーヴェリンク、タイス・キールケ
ルス／著、中野 明正、池田 英男 他／監訳
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農業資材や農産物流通・加工の事業者の皆さまへ

農業競争力強化支援資金のご案内
良質かつ低廉な農業資材の供給、および、農産物流通などの合理化の実現を図るため、
農業生産に関連する事業の再編を促進することを目的とした資金制度です。

農業および農業生産関連事業の健全な発展を目指して

■農業競争力強化支援資金の概要

ご 利 用
い た だ け る 方

対 象 と な る 事 業

利 　 率

融
資
条
件

融 資 期 間

融 資 限 度 額

担保・保証人

製 造 業、 そ の 他

卸 売 業

サ ー ビ ス 業

小 売 業

主たる業種
基準

「農業競争力強化支援法」に規定する認定事業再編計画に基づいて事業再編を実施する次に掲げる方（中小
企業者（注）に限ります。）
①飲料食品（花きを含む。以下同じ。）の卸売事業者（米穀卸売事業者、生鮮食料品卸売事業者など）
②飲食料品の小売事業者
③飲食料品の製造事業者（小麦粉製造事業者、牛乳・乳製品製造事業者など）
④配合飼料製造事業者

「農業競争力強化支援法」の規定により農林水産大臣等の認定を受けた事業再編計画に基づいて行う事業再
編の実施に必要な事業であって次に掲げるもの
① 卸売、小売、製造もしくは加工のための施設の改良、造成もしくは取得
② ①の事業に伴う特許権の取得 など
③ 他の事業者の株式もしくは持分の取得または他の事業者との資本提携による支配関係の構築のための出資

０．１8～０．４５％　（２０１７年7月20日現在）
※利率は融資期間によって異なります。

１０年超２０年以内（うち据置期間３年以内）

負担額の８０％以内

ご相談の上、決めさせていただきます。

　資本金（会社のみ）　　、　  　従業員

　３億円以下 　　　　または　　３００人以下

　１億円以下 　　　　または　　１００人以下

　５,０００万円以下　　または　　１００人以下　

　５,０００万円以下　　または　　５０人以下

※ご融資に当たっては審査があり、ご希望に沿えない場合がございます。

（注）中小企業者とは、右表の条件を満たす会
社および個人です。なお、協同組合など
は、右表の規模を上回る場合でも中小企
業者に該当します。

　　　ただし、農事組合法人、社団法人・財団
法人（一般・公益含む）、有限責任事業組合

（LLP）の方は規模にかかわらず中小企業
者に該当しません。
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インフォメーション

業
団
体
と
協
力
関
係
の
構
築
を
図
っ
た

こ
と
な
ど
、一
六
年
度
の
取
り
組
み
状
況

を
事
務
局
よ
り
報
告
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
農
業
者
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
必
要
性
を
認
識
し
活
用
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、農
業
者
の
成
長
と
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、

双
方
が
利
益
を
得
ら
れ
る
関
係
を
築
く

こ
と
が
大
切
」「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
専
門

性
を
高
め
、高
度
な
課
題
に
対
応
で
き

る
エ
リ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
創
設
が

必
要
」な
ど
多
く
の
意
見
・
要
望
が
挙
が

り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
意
見
を
活
か
し
て

さ
ら
に
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

六
月
一
六
日
、於
：
東
京
都
千
代
田
区
公

庫
本
店　
　
　
　
　
　
（
情
報
企
画
部
）

上
国
で
の
貧
困
削
減
に
お
け
る
農
村・農

業
金
融
の
役
割
に
つ
い
て
、中
国
お
よ
び

イ
ラ
ン
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、優
良
事
例
に

つ
い
て
、中
国
お
よ
び
タ
イ
よ
り
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
、イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
第
六
九

回
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
理
事
会
で
は
、Ａ
Ｐ
Ｒ

Ａ
Ｃ
Ａ
の
四
〇
周
年
を
記
念
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
情
報
企
画
部
）

　

六
月
五
～
八
日
の
四
日
間
、中
国
の
北

京
に
て
第
六
八
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
農
村
・

農
業
金
融
協
会（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
）※
の

理
事
会
お
よ
び
地
域
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、日
本
公
庫
農
林
水
産
事

業
本
部
特
別
参
与
の
豊
田
浩
司
、情
報

企
画
部
の
五
十
嵐
拓
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
理
事
会
で
は
、二
〇
一
三
～
一

八
年
の
活
動
計
画
に
基
づ
く
実
施
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ａ
メ
ン
バ
ー
拡
大
の
方
向
性
が
確
認

さ
れ
、中
国
、イ
ン
ド
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
新
た
な
四
つ
の
機
関
の

加
入
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、発
展
途

　
「
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
推

進
協
議
会
」の
二
〇
一
七
年
度
総
会
を
開

催
し
、参
加
団
体
な
ど
か
ら
約
三
〇
人

が
出
席
し
ま
し
た
。本
協
議
会
は
農
業

者
の
経
営
改
善
を
支
援
す
る
農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
を
促
進
す
る
仕

組
み
づ
く
り
と
し
て
、日
本
公
庫
が
事

務
局
と
な
り
昨
年
六
月
に
設
立
。農
業

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
輩
出
団
体
や

ユ
ー
ザ
ー
団
体
な
ど
農
業
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
に
関
わ
る
全
国
段
階
の
関

係
団
体
を
網
羅
す
る
組
織
で
す
。

　

総
会
で
は
、来
賓
の
農
林
水
産
省
経

営
局
金
融
調
整
課
課
長
の
山
口
靖
氏
か

ら「
農
業
の
成
長
産
業
化
の
た
め
に
は
農

家
の
積
極
的
な
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
面
で
農

家
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
に

な
る
。効
果
的
に
経
営
支
援
を
す
る
体

制
づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

連
絡
先
、専
門
分
野
、初
期
相
談
費
用
な

ど
の
情
報
を
共
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
見
え
る
化
を
行
っ
た
こ
と
や
、ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
構
成
員
と
す
る「
農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
絡
協
議
会
」を
四
六
都

道
府
県
に
設
置
し
、各
都
道
府
県
や
農

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
を
推
進今後の取り組みについて意見を交換し合う参加者たち

上：アプラカ理事会の様子
下：アジアの金融機関から多数の関係者が出席

●
交
叉
点
●

第
六
八
回
ア
プ
ラ
カ
理
事
会
に
参
加

※
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
農
村
・
農
業
金
融

制
度
の
改
善
を
図
る
た
め
、情
報
交
換
や

研
究
・
教
育
な
ど
の
交
流
事
業
を
行
う
機

関
で
す
。日
本
で
は
日
本
公
庫
が
唯
一
の

加
盟
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。



編集後記

農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
が
始
動
。関

連
業
界
や
政
策
の
動
向
に
注
目
し
、ご
自

身
の
経
営
を
有
利
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

政
策
は
支
援
、主
人
公
は
農
業
者
で
す
。

　
さ
て
、稲
作
経
営
者
の
皆
さ
ま
か
ら
、飼

料
米
作
付
け
増
で
米
需
給
が
引
き
締
ま
り

米
価
が
上
昇
、業
務
用
な
ど
で
安
価
な
輸

入
米
に
切
り
替
わ
ら
な
い
か
懸
念
す
る
声

を
聞
き
ま
し
た
。国
産
米
が
消
費
者
に
届
か

ぬ
矛
盾
は
避
け
た
い
も
の
。　　
　
（
嶋
貫
）

「
認
知
症
」は
病
気
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

家
族
に
と
っ
て
と
て
も
つ
ら
い
も
の
で
す

ね
。「
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
ッ
セ
イ
」の
大
久
保
さ

ま
も
そ
の
お
一
人
。あ
ん
な
に
お
料
理
好

き
だ
っ
た
お
母
さ
ま
の「
作
る
の
は
好
き

で
は
な
い
わ
」の
ひ
と
言
は
大
久
保
さ
ま

の
心
に
悲
し
く
響
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
久
保
さ
ま
が
作
る
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
や
お

漬
物
を
お
母
さ
ま
が
召
し
上
が
っ
た
ら
何

と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。  （
小
形
）

「
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
」は
農
薬

や
肥
料
な
ど
生
産
資
材
の
価
格
が
安
く

な
る
こ
と
を
狙
い
流
通
の
合
理
化
を
促

す
と
い
う
も
の
で
す
が
、現
場
か
ら
は

「
自
分
の
経
営
に
適
し
た
資
材
を
選
べ
る

こ
と
が
重
要
」と
す
る
声
な
ど
も
聞
か
れ

ま
し
た
。政
策
は
、主
役
で
あ
る
農
業
者

一
人
ひ
と
り
の
現
場
事
情
に
沿
っ
て
い

て
誰
か
ら
も
喜
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　

 （
城
間
）

オ
ー
デ
ィ
オ
と
コ
ー
ヒ
ー
が
趣
味
の

父
の
隣
で
、ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

バ
ッ
ク
に
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
挽
く
音
と
香

ば
し
い
香
り
を
楽
し
む
の
が
好
き
で
し

た
。今
で
も
コ
ー
ヒ
ー
は
大
好
き
で
コ
ー

ヒ
ー
関
連
の
本
も
読
み
ま
す
が
、「
お
い

し
さ
の
感
じ
方
」ま
で
も
が
数
値
で
分
析

さ
れ
た「
コ
ー
ヒ
ー
の
科
学
」と
い
う
一
冊

に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。読
者
の
皆
さ
ま
、

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
ど
う
ぞ
。 （
上
原
）

■編集
　鴫谷 元　　嶋貫 伸二　清村 真仁
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♠『
Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』は
い
つ
も
興

味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
ま
す
。特
に
記
憶

に
残
っ
て
い
る
の
は
、今
年
二
月
号
の
林

業
特
集
で
す
。

　

私
は
中
山
間
地
域
で
農
業
を
営
み
、

わ
ず
か
な
が
ら
山
林
も
所
有
し
て
い
ま

す
。私
の
父
た
ち
が
、将
来
の
退
職
金
代

わ
り
に
と
山
に
杉
を
植
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、ご
存
じ
の
通
り
一
九
六
四
年

の
木
材
の
輸
入
全
面
自
由
化
以
降
、急
激

に
外
材
の
供
給
量
が
増
加
し
、国
産
材
の

価
格
は
下
落
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、手
入
れ
さ
れ
る
こ
と
の
な

く
な
っ
た
山
は
荒
れ
、地
滑
り
な
ど
の
自

然
災
害
の
リ
ス
ク
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

経
済
だ
け
で
は
測
れ
な
い
森
林
を
守

ろ
う
と
、二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
林
業
家

の
皆
さ
ん
の
懸
命
な
山
林
経
営
姿
勢
に

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の

広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で

す
が
、誌
面
の
都
合
上
、編
集
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
者
に
は
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇

感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、防
災
の
た
め

に
も
森
林
管
理
予
算
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。（

広
島
県
庄
原
市　
藤
本 

勲
）

平成29年7月の九州北部の
大雨により被害を受けた
皆さまに対しまして、心よ
りお見舞い申し上げます。

■お問い合わせ先
本　　店　TEL：0120-926478
福岡支店　TEL：092-451-1780
佐賀支店　TEL：0952-27-4120
熊本支店　TEL：096-353-3104
大分支店　TEL：097-532-8491
の各農林水産事業

日本公庫では、農林漁業者などの皆さまに対
して、本店および福岡支店、佐賀支店、熊本支
店、大分支店の各農林水産事業に相談窓口を
設置し、ご相談を受け付けています。
ご融資やご返済に関するご相談に、政策金融
機関として迅速、かつ、きめ細かな対応を行っ
てまいります。
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国
産
に
こ
だ
わ
り 
農
と
食
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

国
産
に
こ
だ
わ
り 
農
と
食
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

8月23日/24日

第12回 アグリフード EXPO 東京 2017
プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会

10:00～17:00 10:00～16:00

会 場

日時 主催
水 木

東京ビッグサイト 東6ホール
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